
 

 

 

 

令和３年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

 

AI 等の活用によるSociety5.0 におけるスマートリビング実現を主導する 

住環境設計分野の人材育成プログラムの開発と実証 

 

 

成果報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

一般社団法人 四十万未来研究所 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、一般社団法人四十万未来研

究所が実施した令和３年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」の成果をとりまとめたもの

です。 



i 

 

目次 

第 1章 事業概要 ........................................................................................................................................... 1 

第 1節 事業の趣旨・目的 ................................................................................................................................................ 1 

第 2節 学習者のターゲット・目指すべき人材像 ....................................................................................................... 1 

第 3節 実施体制 ................................................................................................................................................................ 1 

第 4節 教育プログラムの概要 ....................................................................................................................................... 3 

第 5節 事業年次計画 ....................................................................................................................................................... 5 

第 6節 今年度の具体的な活動 ..................................................................................................................................... 7 

第 2章 教育プログラムの開発 .................................................................................................................. 9 

第 1節 カリキュラム確定版 ............................................................................................................................................. 9 

第 2節 シラバス確定版 ................................................................................................................................................. 11 

第 3節 教材開発 ............................................................................................................................................................. 35 

第 4節 e ラーニング教材開発 ..................................................................................................................................... 50 

第 3章 実証講座実施報告 ..................................................................................................................... 53 

第 1節 実証講座の概要 ............................................................................................................................................... 53 

第 2節 実証講座の様子 ............................................................................................................................................... 55 

第 3節 アンケート結果................................................................................................................................................... 58 

第 4章 まとめ .............................................................................................................................................. 62 

第 1節 開発した教育プログラムの評価 ................................................................................................................... 62 

第 2節 次年度以降の活動計画.................................................................................................................................. 62 

付録 開発教材・参考資料 ........................................................................................................................ 64 

① スーパーシティとスマートリビングの基礎知識 .................................................................................................. 65 

② 日本の文化・風土と住環境設計 .......................................................................................................................... 136 

③ スーパーシティ・スマートリビング ケーススタディ .......................................................................................... 229 



ii 

 

④ ICT・AI活用ケーススタディ ................................................................................................................................... 294 

⑤ ICT・AI活用 PBL ...................................................................................................................................................... 320 

⑥ 参考資料 まちづくりフォーラム「小田原～頭のよい子が育つまち」関連資料 ..................................... 392 

 

 

 

 

 

 



1 

 

第 1章 事業概要 

 

第 1節 事業の趣旨・目的 

 

世界人口の増加に伴い、エネルギー消費が爆発的に増加することが懸念されている。また、都

市部の人口増加に伴い、大気汚染、電力不足、交通渋滞等の問題も懸念されている。このような

諸問題への対応は、官民データ、ICT、AI を活用し、交通、観光、防災、健康・医療、エネルギー・

環境等、複数分野にわたる「分野横断型」の取組を必要され、世界各国ではその具体的解決策と

しての「スマートシティ1」の実現に向けたプロジェクトが進んでいる。 

その中で我が国では、スマートシティをさらに発展させ、住民が参画し、住民目線で 2030 年頃

に実現される未来社会へむけて先行することを目指す「スーパーシティ」構想が発表された。この

スーパーシティの中で、その要素の一つである「スマートリビング」は建築・デザイン関連人材が中

心的に担当し、そのためには ICTや AIなどに関する知識・スキルが求められる。 

そこで本事業では、建築関連の専門学校卒業生や若手の建築関連人材を対象に、スーパーシ

ティの中のスマートリビングを実現する住環境設計を主導できる人材の育成を目的とする教育プ

ログラムの開発と実証を行う。これにより、我が国の「スーパーシティ」構想の進展に繋げていくこ

とが狙いである。 

 

第 2節 学習者のターゲット・目指すべき人材像 

 

建築関連の専門学校卒業生や若手の設計・デザイン関連人材等を主なターゲットとする。 

目指す人材像は、Society5.0に必要な AI活用スキルを有する設計・デザイン関連人材である。 

 

第 3節 実施体制 

 本事業における実施体制は以下の通りである。 

 

●実施委員会 

一般社団法人四十万未来研究所を代表機関として、産学官連携による実施委員会を組織した。 

実施委員会は、本事業の最高意思決定機関として、事業の基本方針・実施計画の策定を行い、

事業の主要な活動である「実態調査の実施・分析」「教育プログラム開発」「実証講座の実施・検証」

に関する重要事項の検討・決定を行った。併せて、事業活動全体のマネジメントも担当した。 

 

●分科会 

実態調査や教育プログラム開発などにおける実作業については、実施委員会の下部組織であ

る分科会が担当する。具体的には、調査分科会、開発分科会、実証分科会を設置した。各分科会

は実施委員会の指揮管理の下で、それぞれの業務を遂行する。 

 
1 都市の抱える諸課題に対して、ICT等の新技術を活用しつつ、マネジメント（計画、整備、管理・

運営等）が行われ、全体最適化が図られる持続可能な都市または地区 
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調査分科会： 

実態調査の詳細設計・実施・分析・とりまとめ等に係る実作業を担当する。 

開発分科会： 

スキル標準策定、カリキュラム策定、シラバス策定、各種教材開発に係る実作業を担当する。 

実証分科会： 

教育プログラムの実証講座の企画・準備・運営・実施結果の検証等に係る実作業を担当する。 

 

●事務局 

事業全体の事務管理や連絡調整などを担当する事務局を配置した。 

 

実施委員会の構成機関を以下に示す。 

 

①教育機関 

学校法人 中央工学校 

学校法人石川学園 横浜デザイン学院 

学校法人東京町田学園 町田・デザイン専門学校 

国立大学法人 東京大学 

学校法人 芝浦工業大学 

 

②企業・団体 

テクノマネジメント 株式会社 

株式会社 毎日新聞社 

株式会社 経営者 JP 

小田急電鉄 株式会社 

三菱地所 株式会社 

一般社団法人 不動産仲裁機構 

一般社団法人 四十万未来研究所 

 

③行政機関 

福岡県 総務部行政経営企画課 

鹿児島県 企画部地域政策課 

新潟県 知事政策局政策企画課 
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第 4節 教育プログラムの概要 

 

（１）教育プログラムの概要 

・対象者： 

建築関連の専門学校卒業生や、若手の設計・デザイン関連人材等を対象とする。 

・内容： 

スーパーシティの中のスマートリビング2を実現するために必要となる専門知識とスキルを学習

する科目群で構成する。具体的には、ICT・IoT・AIの基礎や、これらのスマートリビングへの活用、

建設設計業務への活用等に関する内容を想定している。また、スマートリビングでは、日本的な住

環境の要素を取り入れ、日本の気候風土や文化（伝統文化・現代の文化）などの造詣を深められ

る知識学習も含める。このような内容で、1年間 900時間程度の学習時間を想定している。さら

に、カリキュラムの中核部分に相当する 120時間程度は、必要な科目を選択可能として建築士の

リカレント教育にも適用可能な構成とした。 

・教育手法： 

カリキュラムを構成する各科目には、講義・実習・e ラーニング・ケーススタディ・PBL を組合せ、

教育効果を高めるような工夫を行った。特に e ラーニングは、講義で学習した内容の復習を自己

学習として行うことは勿論、「スマートラーニング」の考え方を取り入れ、遠隔教育としても活用でき

るよう、講義映像を配信する形態の講義映像型 e ラーニングも活用する。受講者の使いやすさに

配慮し、視聴デバイスはスマートフォン、PCの双方に対応したものとした。 

さらに、仮想的なプロジェクトによる建築設計業務の実務的な演習として、PBL を取り入れる。

PBLでは、教育プログラムの他科目で学習した内容を活かしながら、上流工程の顧客要求分析か

ら提案、住環境の設計、プレゼンテーション・ディスカッションといった一貫したプロジェクトベース

の学習を通して、実務現場で適用できる実践的なスキルの修得を図る。本教育プログラムでは、

解決すべき課題やプロジェクトの進め方が講師から示される「シナリオ型 PBL」と、課題の設定や

プロジェクトの進め方の検討を学習者自身が行う「学習者主導型 PBL」の両方を実施する。 

・育成目標： 

本教育プログラム履修後に、ICT や AI に関する知識やスキルを活用して、スーパーシティの中

のスマートリビングを実現するための住環境設計を主導できる。 

 

（２）教育プログラムの科目構成と内容 

 教育プログラムとしては、以下に示す科目構成でカリキュラムとシラバスの一部の開発を実施した。 

 

  

 
2 スマートシティを構成する要素の 1つで、ICTの活用により、人々の生活に様々な変化をもたら

し、生活の質を高める取組。 



4 

 

科目 概要 時間数 

住環境設計業

務概論 

Society5.0 時代に対応できる新しい住環境設計業務の全体

像や各工程の概要を学習する。 
22.5時間 

住環境設計マ

ネジメント 

住環境設計業務の各工程に必要なコミュニケーションマネジ

メントやコストマネジメント等に関する専門知識を学習する。 
45時間 

スーパーシテ

ィ・スマートリビ

ング概論 

スーパーシティの全体像やスマートリビングの概要を特に事

例を中心に学習する。 
45時間 

日本の風土・

文化と住環境

設計 

日本の住環境の特徴や、それを基にしたユーソニアン住宅、

オーガニック・ハウス、及びそれらのリカレントとして発展した

令和日本の「頭のよい子が育つ家?」について学習する。 

45時間 

ICT基礎 
センサー、ネットワーク、データベース等、ICTに関する基礎

知識を学習する。 
67.5時間 

AI基礎 
機械学習、深層学習、ビッグデータ、データ分析等、AIに関

する基礎知識を学習する。 
67.5時間 

ICT・AI活用実

習 

ICTや AI、VR等を活用した先進的な各種ツールを使った住

環境設計業務の手法を実習により学習する。 
135時間 

BIM実習 
BIMを活用した住環境設計業務の手法を実習により学習す

る。 
90時間 

ICT・AI活用ケ

ーススタディ 

ICTや AI、VR等がどのように住環境設計業務に活用されて

いるかを実例に学ぶ。 
67.5時間 

スーパーシテ

ィ・スマートリビ

ングケーススタ

ディ 

スーパーシティやスマートリビングがどのように構築されてい

るかを実例に学ぶ。 
67.5時間 

ICT・AI活用

PBL 

ICTや AIを住環境設計業務に活用するスキルを修得する

（シナリオ型 PBL）。 
67.5時間 

スーパーシテ

ィ・スマートリビ

ング PBL 

スーパーシティの中のスマートリビングを実現するために必

要なスキルを修得する（学習者主導型 PBL） 
180時間 

計 
900 

時間 
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（３）教育プログラムの新規性 

本教育プログラムで対象とする「スーパーシティ」「スマートリビング」に対応した建築関連の教

育プログラムは他には見受けられない。設計業務等への ICTの活用を扱う教育プログラムは存

在するが、ICTや AIを暮らしに取り入れる街づくりまで扱うという点に、本教育プログラムの新規

性がある。 

 

第 5節 事業年次計画 

 本事業の 2年間における実施計画は以下の通りである。 

 

【令和 2年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

①実施委員会の組織化と開催 

②調査分科会の組織化と開催 

③開発分科会の組織化と開催 

 

2.実態調査の実施 

①実態調査 Aの企画・設計・実施・分析 

②実態調査 Bの企画・設計・実施・分析 

 

3.開発 

①スーパーシティの中のスマートリビングを実現する人材のスキル標準策定 

②カリキュラム策定（令和 2年度版） 

③シラバス策定（令和 2年度版） 

④講義用教材開発（プロトタイプ） 

⑤ｅラーニング教材開発（プロトタイプ） 

 

4.事業成果のとりまとめ 

①事業成果報告書の作成 

②事業成果の公開 

 

【令和 3年度】 

1.事業推進体制の整備と活動推進 

①実施委員会の開催 

②開発分科会の開催 

③実証分科会の組織化と開催 
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2.開発 

①カリキュラム確定版の策定（令和 2年度版の改訂） 

②シラバス確定版の策定（令和 2年度版の改訂） 

③講義用教材開発 

④ケーススタディ教材開発 

⑤PBL教材開発 

⑥e ラーニング教材開発 

 

3.実証講座の実施 

①実証講座実施計画の策定 

②実証講座の準備・運営 

③実証講座実施結果の検証 

 

4.事業成果のとりまとめ 

①事業成果報告書の作成 

②事業成果の公開 

③事業成果報告会の開催 
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第 6節 今年度の具体的な活動 

 

（1）事業推進体制の整備 

 事業推進の体制として、実施委員会及び調査分科会・開発分科会を以下の通り組織化し、開催

した。 

委員

会名 
実施委員会 開発分科会 実証分科会 

役割 

本事業の意志決定機関

として、事業の重要事項

の検討と決定を行うとと

もに、事業活動全体のマ

ネジメントを担当する。 

実施委員会の指揮の

下、スキル標準や教育

プログラムの設計、開発

等に係る実作業を担当

する。 

実施委員会の指揮の

下、教育プログラムの実

証講座の企画・実施・検

証等に係る実作業を担

当する。 

今年

度の 

活動 

(1)事業計画・活動の 

決定 

(2)カリキュラムの 

基本設計 

(3)各種教材の基本設計 

(4)実証講座の基本設計 

(5)事業全体の評価 

(6)事業成果の普及 

(1)カリキュラム確定版の 

策定 

(2)シラバス確定版の 

策定 

(3)各種教材の開発 

(4)開発報告書作成 

(1)実証講座実施計画 

の策定 

(2)実証講座の準備 

・運営 

(3)実証講座実施結果の 

検証 

(4)実証報告書作成 

開催

回数 
３回 ３回 ３回 
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(4)カリキュラム開発 

第 4 節(2)「教育プログラムの科目構成と内容」で記載したカリキュラム（科目構成・時間数）をベ

ース案として昨年度策定したカリキュラム及びシラバス令和 2 年度版を基に、各科目の学習内容

等を再検討し、全体 12科目・900時間のカリキュラム及びシラバスを策定した。 

 

（5）教材開発 

第 6節(4)で開発したカリキュラム、及び昨年度プロトタイプとして開発した講義用教材「スーパー

シティとスマートリビングの基礎知識」と eラーニング教材の改訂を行った。さらに、講義用教材「日

本の文化・風土と住環境設計」、ケーススタディ教材「スーパーシティ・スマートリビング ケーススタ

ディ」「ICT・AI活用ケーススタディ」、PBL教材「ICT・AI活用 PBL」を新規に開発した。 

 

（6）実証講座 

開発した教育プログラムの一部を抽出して、地場工務店の住宅設計技術者等を対象として実

証講座を行った。アンケート等の結果から教育プログラムの教育効果の検証を行った。 
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第 2章 教育プログラムの開発 

今年度の教育プログラムの開発では、カリキュラム確定版の開発、シラバス確定版の開発、講

義用教材の改訂及び新規開発、ケーススタディ教材の開発、PBL 教材の開発、e ラーニング教材

の改訂を実施した。まず、昨年度開発したカリキュラム及び一部科目のシラバスを基に、各科目の

学習内容等を再検討して、カリキュラムの確定版及びシラバスの確定版を開発した。 

そして、講義用教材 2点（1点は改訂、1点は新規開発）、ケーススタディ教材 2点、PBL教材 1

点を開発し、講義用教材を基にした e ラーニング教材（講義映像型 e ラーニング教材）の改訂を行

った。 

 

第 1節 カリキュラム確定版 

（１）教育プログラムの目的と概要 

本教育プログラムの対象者は、建築関連の専門学校卒業生や、若手の設計・デザイン関連人

材等を対象とした。 

内容としては、スーパーシティの中のスマートリビングを実現するために必要となる専門知識と

スキルを学習する科目群で構成する。具体的には、ICT・IoT・AIの基礎や、これらのスマートリビ

ングへの活用、建設設計業務への活用等に関する内容を想定している。また、スマートリビングで

は、日本的な住環境の要素を取り入れ、日本の気候風土や文化（伝統文化・現代の文化）などの

造詣を深められる知識学習も含める。このような内容で、1年間 900時間程度の学習時間を想定

している。さらに、カリキュラムの中核部分に相当する 120時間程度は、必要な科目を選択可能と

して建築士のリカレント教育にも適用可能な構成とした。 

教育手法としては、カリキュラムを構成する各科目には、講義・実習・eラーニング・ケーススタデ

ィ・PBLを組合せ、教育効果を高めるような工夫を行った。特に eラーニングは、講義で学習した内

容の復習を自己学習として行うことは勿論、「スマートラーニング」の考え方を取り入れ、遠隔教育

としても活用できるよう、講義映像を配信する形態の講義映像型 e ラーニングも活用する。受講者

の使いやすさに配慮し、視聴デバイスはスマートフォン、PCの双方に対応したものとした。 

さらに、仮想的なプロジェクトによる建築設計業務の実務的な演習として、PBL を取り入れた。

PBLでは、教育プログラムの他科目で学習した内容を活かしながら、上流工程の顧客要求分析か

ら提案、住環境の設計、プレゼンテーション・ディスカッションといった一貫したプロジェクトベース

の学習を通して、実務現場で適用できる実践的なスキルの修得を図る。本教育プログラムでは、

解決すべき課題やプロジェクトの進め方が講師から示される「シナリオ型 PBL」と、課題の設定や

プロジェクトの進め方の検討を学習者自身が行う「学習者主導型 PBL」の両方を実施する。 

本教育プログラムによって、ICT や AI に関する知識やスキルを活用して、スーパーシティの中

のスマートリビングを実現するための住環境設計を主導できる人材の育成を目指す。 
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（２）教育プログラムの科目構成と内容 

 上記の目的を達成する教育プログラムとして、以下に示す 12 の科目構成のカリキュラムの開発

を行った。 

 

図表 1 教育プログラムの科目構成 

科目 概要 時間数 

住環境設計業

務概論 

Society5.0 時代に対応できる新しい住環境設計業務の全体

像や各工程の概要を学習する。 
22.5時間 

住環境設計マ

ネジメント 

住環境設計業務の各工程に必要なコミュニケーションマネジ

メントやコストマネジメント等に関する専門知識を学習する。 
45時間 

スーパーシテ

ィ・スマートリビ

ング概論 

スーパーシティの全体像やスマートリビングの概要を特に事

例を中心に学習する。 
45時間 

日本の風土・

文化と住環境

設計 

日本の住環境の特徴や、それを基にしたユーソニアン住宅、

オーガニック・ハウス、及びそれらのリカレントとして発展した

令和日本の「頭のよい子が育つ家?」について学習する。 

45時間 

ICT基礎 
センサー、ネットワーク、データベース等、ICTに関する基礎

知識を学習する。 
67.5時間 

AI基礎 
機械学習、深層学習、ビッグデータ、データ分析等、AIに関

する基礎知識を学習する。 
67.5時間 

ICT・AI活用実

習 

ICTや AI、VR等を活用した先進的な各種ツールを使った住

環境設計業務の手法を実習により学習する。 
135時間 

BIM実習 
BIMを活用した住環境設計業務の手法を実習により学習す

る。 
90時間 

ICT・AI活用ケ

ーススタディ 

ICTや AI、VR等がどのように住環境設計業務に活用されて

いるかを実例に学ぶ。 
67.5時間 

スーパーシテ

ィ・スマートリビ

ングケーススタ

ディ 

スーパーシティやスマートリビングがどのように構築されてい

るかを実例に学ぶ。 
67.5時間 

ICT・AI活用

PBL 

ICTや AIを住環境設計業務に活用するスキルを修得する

（シナリオ型 PBL）。 
67.5時間 
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スーパーシテ

ィ・スマートリビ

ング PBL 

スーパーシティの中のスマートリビングを実現するために必

要なスキルを修得する（学習者主導型 PBL） 
180時間 

計 
900 

時間 

 

第 2節 シラバス確定版 

第 1節で報告したカリキュラムを構成する全 12科目のシラバスを開発した。シラバスには、授

業時間数とコマ数（1 コマ＝1.5時間）、科目名、授業目的、内容概要、成績評価、使用テキスト・教

材など、及び各授業コマの授業計画を記載した。 

 

以下、開発したシラバス確定版を列記する。 

 

  



12 

 

 

時間 22.5 

コマ数 15 

 

科目名 住環境設計業務概論 

授業目的 Society5.0 時代に対応できる新しい住環境設計業務の全体像や各工程の

概要を学習する。 

内容概要 住環境設計業務の流れ、各工程のポイント等について講義を中心に学習す

る。 

成績評価 筆記試験とレポート課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2 住環境設計業務の流れ 住環境設計業務の一般的な流れと概要等 

3 営業・設計① 営業・設計工程の概要、ヒアリング、要求分析等 

4 営業・設計② 住宅企画書の要件、住宅企画書の作成方法等 

5 営業・設計③ 設計案の要件、設計案の作成方法等 

6 営業・設計④ 設計図の要件、設計図の作成方法等 

7 営業・設計⑤ 
概算見積の作成方法、仕様書の要件、仕様書の作成方

法等 

8 見積り① 見積り工程の概要、CPMによる工程と時間の把握 

9 見積り② 設計図・仕様書に基づく見積書の作成 

10 施工① 施工工程の概要、施工管理の概要 

11 施工② 予算管理、スケジュール管理等 

12 施工③ 専門業者の手配、資材の発注等 

13 施工④ 構造計算、確認申請等 

14 施工⑤ 施工管理におけるその他の業務 

15 期末試験  
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時間 45 

コマ数 30 

 

科目名 住環境設計マネジメント 

授業目的 住環境設計業務の各工程に必要なコミュニケーションマネジメントやコストマ

ネジメント等に関する専門知識を学習する。 

内容概要 マネジメントの概要、各種マネジメントの手法、相手に合わせたコミュニケー

ション等 

成績評価 筆記試験とレポート課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2 マネジメントとは 
マネジメントの概要、目的、一般的に業務で求められるマ

ネジメントの種類等 

3 マネージャとは マネージャの概要、役割、権限、意識すべきこと等 

4 QCD QCD（品質、コスト、納期）の管理プロセス等 

5 統合マネジメント① 統合マネジメントの概要等 

6 スコープマネジメント① スコープマネジメントの概要等 

7 スコープマネジメント② スコープマネジメントの実践等 

8 スケジュールマネジメント① スケジュールマネジメントの概要等 

9 スケジュールマネジメント② スケジュールマネジメントの実践等 

10 コストマネジメント① コストマネジメントの概要等 

11 コストマネジメント② コストマネジメントの実践等 

12 品質マネジメント① 品質マネジメントの概要等 

13 品質マネジメント② 品質マネジメントの実践等 

14 
コミュニケーションマネジメン

ト① 
コミュニケーションマネジメントの概要等 

15 
コミュニケーションマネジメン

ト② 
コミュニケーションマネジメントの実践等 

16 リスクマネジメント① リスクマネジメントの概要等 

17 リスクマネジメント② リスクマネジメントの実践等 

18 調達マネジメント① 調達マネジメントの概要等 

19 調達マネジメント② 調達マネジメントの実践等 
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20 
ステークホルダーマネジメン

ト① 
ステークホルダーマネジメントの概要等 

21 
ステークホルダーマネジメン

ト② 
ステークホルダーマネジメントの実践等 

22 統合マネジメント② 統合マネジメントの実践等 

23 再考：コミュニケーションとは 
コミュニケーションの意義、方法、相手に合わせたコミュニ

ケーション等 

24 
施主等とのコミュニケーショ

ン 

エンドユーザーとなる施主等とのコミュニケーションにお

ける注意点等 

25
～
29 

住環境設計コミュニケーショ

ン 
住環境設計業務上に必要なコミュニケーションの実践 

30 期末試験  
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時間 45 

コマ数 30 

 

科目名 スーパーシティ・スマートリビング概論 

授業目的 スマートシティ、スマートリビング、スーパーシティに関する全般的な基礎知

識を身につける。 

内容概要 スマートシティやスマートリビング、スーパーシティの概要や、関連する公募

の枠組み、事例等について、講義を中心に学習する。 

成績評価 筆記試験とレポート課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2 スマートシティの概要 スマートシティの定義、基礎知識 

3 スマートシティが必要な背景 スマートシティが求められる都市の諸課題とその解決策 

4 スマートシティの 6つの要素 スマートシティを構成する 6角要素に関する基礎知識 

5 
スマートシティと ICT・AI との

関係 
スマートシティで活用される ICTや AIの技術 

6 
スマートシティのビジネスモ

デル 
スマートシティがどのようにビジネスになるか 

7 スマートシティのサービス スマートシティが住民に提供するサービス 

8 スマートシティの都市 OS 各スマートシティどうしの連携プラットフォーム 

9 
スマートシティの課題・デメリ

ット 

スマートシティ実現の課題、スマートシティによって生じる

デメリット 

10 
スマートリビングで活用する

データ 

スマートリビングで活用するデータにはどのようなものが

あるか 

11 
スマートリビングで実現する

新たな生活 

スマートリビングによって現在の生活がどのように変化

し、どのようなメリットがあるか 

12 スーパーシティの概要 スーパーシティの定義、基礎知識 

13 
スーパーシティとスマートシテ

ィとの違い 
アプローチの違い、目的の違い等 

14 
スーパーシティに関する今後

の展望 

スーパーシティが実現すると我々の生活がどのように変

化するか等 

15 
スーパーシティに関する政府

の取組 

スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定に関する公

募の概要や応募自治体の事例 
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16 
スマートシティに関する政府

の取組 

スマートシティ関連の公募の枠組みや応募している自治

体等 

17 
国内外のスマートシティの事

例① 

国内外のスマートシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

18 
国内外のスマートシティの事

例② 

国内外のスマートシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

19 
国内外のスマートシティの事

例③ 

国内外のスマートシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

20 
国内外のスマートシティの事

例④ 

国内外のスマートシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

21 
国内外のスマートシティの事

例⑤ 

国内外のスマートシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

22 
国内外のスマートリビングの

事例① 

国内外のスマートリビングの事例について、特徴やメリッ

ト等を学習 

23 
国内外のスマートリビングの

事例② 

国内外のスマートリビングの事例について、特徴やメリッ

ト等を学習 

24 
スーパーシティに関する政府

の取組 

スーパーシティ関連の公募の枠組みや応募している自治

体等 

25 
国内外のスーパーシティの

事例① 

国内外のスーパーシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

26 
国内外のスーパーシティの

事例② 

国内外のスーパーシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

27 
国内外のスーパーシティの

事例③ 

国内外のスーパーシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

28 
国内外のスーパーシティの

事例④ 

国内外のスーパーシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

29 
国内外のスーパーシティの

事例⑤ 

国内外のスーパーシティの事例について、特徴やメリット

等を学習 

30 期末試験  
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時間 45 

コマ数 30 

 

科目名 日本の文化・風土と住環境設計 

授業目的 日本の住環境の特徴や、それを基にしたユーソニアン住宅、オーガニック・ハ

ウス、及びそれらのリカレントとして発展した令和日本の「頭のよい子が育つ

家®」について学習する。 

内容概要 日本の住環境の特徴、ユーソニアン住宅とその実例、 

オーガニック・ハウスとその実例、頭のよい子が育つ家®とその実例 

成績評価 筆記試験とレポート課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2 
家族の成長を空間で記録す

る 
落書き、柱の傷などの意味、白洲次郎の家等 

3 福澤諭吉 
福澤諭吉の Interactive communication space、「天は人

の上に人を造らず」等 

4 モース、夏目漱石、森鴎外 

モースの記憶に残る明治時代の日本の庶民の典型家

屋、夏目漱石・森鴎外が過ごした“頭のよい子が育つ家

®”、夏目漱石・森鴎外の記憶に残る空間 

5 eye music ライトのデザイン“eye music”と日本家屋等 

6 福澤諭吉旧宅 
福澤諭吉旧宅の事例、夏目漱石・森鴎外旧宅との共通

点等 

7 加賀百万石前田家の青色 サムライブルー、色とコミュニケーション等 

8 水戸徳川昭武戸定邸 
徳川昭武邸の事例、eye music、in the nature of material、

from the inside out、form and function are one 等 

9 フランク・ロイド・ライト フランク・ロイド・ライトの概要、関わった建築事例等 

10 
フランク・ロイド・ライトと日本

の伝統美術・建築 

フランク・ロイド・ライトの作品と、日本の伝統美術・建築と

の関係等 

11 ユーソニアン住宅 ユーソニアン住宅のコンセプト、概要、特徴等 
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12
～
15 

ユーソニアン住宅の事例 ユーソニアン住宅の事例等 

16 オーガニック・ハウス オーガニック・ハウスのコンセプト、概要、特徴等 

17 
オーガニック・ハウスとユーソ

ニアン住宅の関係 

オーガニック・ハウスとユーソニアン住宅の類似点・相違

点 

18 プレーリーハウス 
プレーリーハウスの概要、ユーソニアン住宅やオーガニッ

ク・ハウスとの相違点 

19
～
22 

オーガニック・ハウスの事例 オーガニック・ハウスの事例等 

23 

令和日本に反復・循環・回帰

したユーソニアン住宅の建築

思想 

ユーソニアン住宅の復習、令和日本 頭のよい子が育つ

家® 

24 
親子で学ぶライトの建築教育

教室① 
2002年サマーキャンプ体験レポート 

25 
親子で学ぶライトの建築教育

教室② 
2002年サマーキャンプ体験レポート 

26 
野田 SS シリーズ Design 

Development 
野田 SSシリーズの事例 

27 野田 SSシリーズ標準仕様書 野田 SSシリーズの事例 

28 SSシリーズ商品 matrix SSシリーズを構成する商品等 

29 SSシリーズ事例 SSシリーズの事例による深掘り 

30 期末試験  
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時間 67.5 

コマ数 45 

 

科目名 ICT基礎 

授業目的 センサー、ネットワーク、データベース等、ICT に関する基礎知識を身につけ

る。 

内容概要 スマートリビングに活用される ICTの技術について、講義を中心に学習する。 

成績評価 筆記試験とレポート課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2 システム開発技術 システム開発のプロセス、ソフトウェアの見積もり 

3 開発プロセス・手法 
主なソフトウェア開発手法、主なソフトウェア開発モデル、

アジャイル、開発プロセスに関するフレームワーク 

4 プロジェクトマネジメント プロジェクトマネジメントの概要、プロセス 

5 サービスマネジメント サービスマネジメント、ITIL、サービスレベル合意書 

6 
サービスマネジメントシステ

ム 

サービスマネジメントシステムの概要、サービスデスク（ヘ

ルプデスク） 

7 ファシリティマネジメント システム環境整備、ファシリティマネジメントの考え方 

8 システム監査 監査業務、システム監査の目的と流れ 

9 内部統制 内部統制の概要、ITガバナンス 

10 データ構造 データ及びデータ構造 

11 アルゴリズム 
流れ図、アルゴリズムの基本構造、基本的なアルゴリズ

ム 

12 
プログラミング・プログラム言

語 
プログラミングとプログラム言語の役割、代表例 

13 マークアップ言語 マークアップ言語の代表例、特徴等 

14 プロセッサ 
コンピュータの基本的な構成、仕組み、プロセッサの基本

的な仕組み、機能 

15 メモリ メモリの種類、メモリ容量、記録媒体、記憶階層 

16 入出力デバイス 入出力インタフェースの種類、特徴 

17 IoTデバイス 各種センサー、アクチュエータ等 

18 システムの構成 代表的な処理形態とシステム構成 
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19 システムの評価指標 システムの性能、信頼性、経済性 

20 オペレーティングシステム OSの必要性、機能、種類 

21 ファイルシステム ファイル管理、バックアップ 

22 オフィスツール 
ソフトウェアパッケージ、文書作成ソフト、表計算ソフト、プ

レゼンテーションソフト、Webブラウザ 

23 オープンソースソフトウェア OSSの特徴、種類 

24 ハードウェア コンピュータ、入出力装置 

25 ヒューマンインタフェース技術 ヒューマンインタフェース、GUI 

26 インタフェース設計 画面・帳票設計、Webデザイン、ユニバーサルデザイン 

27 マルチメディア技術 
マルチメディア、マルチメディアのファイル形式、情報の圧

縮と伸張 

28 マルチメディア応用 グラフィックス処理、マルチメディア技術の応用 

29 データベース方式 データベース、DBMS 

30 データベース設計 データ分析、データの設計、データの正規化 

31 データ操作 データベースにおけるデータ操作方法 

32 トランザクション処理 排他制御、障害回復 

33 ネットワーク方式 ネットワークの構成、ネットワークの構成要素 

34 IoTネットワーク IoTネットワークの構成要素 

35 通信プロトコル 通史プロトコルの必要性、役割 

36 ネットワーク応用 
インターネットの仕組み、インターネットサービス、通信サ

ービス 

37 情報セキュリティ 
情報セキュリティの概念、情報資産、脅威と脆弱性、攻撃

手法 

38 情報セキュリティ管理 
リスクマネジメント、情報セキュリティ管理、個人情報保

護、情報セキュリティ組織・機関 

39 
情報セキュリティ対策・情報

セキュリティ実装技術 

情報セキュリティ対策の種類、暗号技術、認証技術、利

用者認証、生体認証、公開鍵基盤 

40 
アプリケーションソフトウェア・

IoTシステムのセキュリティ 

アプリケーションセキュリティ対策の種類・特徴、IoT シス

テムのセキュリティ対策の種類・特徴、IoT セキュリティガ

イドライン 

41 

スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている ICT

技術① 

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

ICT技術についての事例 

42 

スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている ICT

技術② 

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

ICT技術についての事例 

43 
スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている ICT

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

ICT技術についての事例 
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技術③ 

44 

スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている ICT

技術④ 

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

ICT技術についての事例 

45 期末試験  
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時間 67.5 

コマ数 45 

 

科目名 AI基礎 

授業目的 機械学習、深層学習、ビッグデータ、データ分析等、AI に関する基礎知識を

身につける。 

内容概要 スマートリビングに活用される AI の技術について、講義や演習により学習す

る。 

成績評価 筆記試験とレポート課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2 AIの基礎 AIの概要、歴史、機械学習の概要、深層学習の概要 

3 身近な AI 身近に活用されている AIの種類 

4 データ分析の基礎① PPDACサイクル、データの種類 

5 データ分析の基礎② データの取得、管理、ビッグデータ 

6 画像処理の事例 
画像データがどのように入手され、どのような処理がなさ

れ、どのように活用されるか 

7 音声データ処理の事例 
音声データがどのように入手され、どのような処理がなさ

れ、どのように活用されるか 

8 質的データの扱い① 度数分布表、グラフの種類 

9 質的データの扱い② クロス集計 

10 量的データの扱い① 度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図、代表値 

11 量的データの扱い② 分布のばらつき、標準偏差 

12 相関と回帰① 散布図、相関係数、相関と因果 

13 相関と回帰② 単回帰分析 

14 確率分布① 母集団と標本、無作為抽出、確率変数、確率分布 

15 確率分布② 条件付き確率、ベイズの定理、期待値、分散 

16 確率分布③ 
ベルヌーイ分布、二項分布、連続な確率変数、正規分

布、正規分布表の使い方 

17 統計的推定① 点推定、区間推定、母集団の平均の推定 

18 統計的推定② 
正規分布の平均の推定、二項分布の正規分布による近

似、2つの母平均の差の推定 
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19 統計的検定① 仮説検定の考え方、正規分布の平均に関する検定 

20 統計的検定② 
正規分布の母平均の差の検定、対応がある標本に関す

る検定 

21 機械学習の基礎 
機械学習の重要性、教師あり学習（回帰モデル、分類モ

デル）、教師なし学習、強化学習、機械学習のプロセス 

22 機械学習の事例① 画像に関する事例、音声に関する事例 

23 機械学習の事例② 
マーケティングに関する事例、機械の異常検知に関する

事例 

24 深層学習の基礎① 
ニューラルネットワーク、ニューラルネット枠の構造、ニュ

ーラルネットワークを表す数式、活性化関数 

25 深層学習の基礎② 
ニューラルネットワークによる学習方法、損失関数、勾配

法、誤差逆伝播、畳み込みニューラルネットワーク 

26 テキストマイニング① 
テキストマイニングの目的、形態素解析、テキストマイニ

ングの流れ 

27 テキストマイニング② 
単語頻度の分析、単語共起の分析、コーディングルー

ル、クロス集計 

28 テキストマイニング③ ソフトウェアを用いたテキストマイニングの演習 

29 

スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている AI・

データ分析技術① 

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

AIやデータ分析の技術についての事例 

30 

スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている AI・

データ分析技術② 

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

AIやデータ分析の技術についての事例 

31 

スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている AI・

データ分析技術③ 

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

AIやデータ分析の技術についての事例 

32 

スーパーシティやスマートリ

ビングに活用されている AI・

データ分析技術④ 

スーパーシティやスマートリビングの機能を実現している

AIやデータ分析の技術についての事例 

33 データ分析演習① 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

34 データ分析演習② 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

35 データ分析演習③ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

36 データ分析演習④ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

37 データ分析演習⑤ PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行
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う 

38 データ分析演習⑥ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

39 データ分析演習⑦ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

40 データ分析演習⑧ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

41 データ分析演習⑨ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

42 データ分析演習⑩ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

43 データ分析演習⑪ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

44 データ分析演習⑫ 
PPDAC サイクルに従い、実際のデータを用いた演習を行

う 

45 期末試験  
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時間 135 

コマ数 90 

 

科目名 ICT・AI活用実習 

授業目的 ICT や AI、VR 等を設計業務に活用できるスキル、及びスマートリビングを取

り入れた住環境の設計スキルを身につける。 

内容概要 ICT や AI、VR 等を活用した先進的な各種ツールを使った住環境設計業務の

手法、及びスマートリビングを取り入れた住環境の設計業務の手法を、実習

により学習する。 

成績評価 実習課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2
～
5 

実習の準備 
実習で使用する各種ツールの説明、基本設定、使用方法

の解説等 

6
～
25 

基本的な設計実習 
各種ツールの使用方法を学習しながら、基本的な課題に

よる実習を行う 

26
～
55 

応用設計実習 
基本的な設計実習で学習した内容を基に、応用的な課題

による実習を行う 

56
～
85 

スマートリビング設計実習 
スマートリビングを取り入れた住環境に関する課題による

実習を行う 

86
～
90 

まとめ 最終課題の成果発表、学習内容のまとめ、質疑応答等 
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時間 90 

コマ数 60 

 

科目名 BIM実習 

授業目的 BIMツールを設計業務に活用できるスキルを身につける。 

内容概要 BIMを活用した住環境設計業務の手法を実習により学習する。 

成績評価 実習課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1 ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明 

2
～
3 

実習の準備 
実習で使用する BIMツールの説明、基本設定、使用方法

の解説等 

4
～
20 

基本的な設計実習 
BIM ツールの使用方法を学習しながら、基本的な課題に

よる実習を行う 

21
～
38 

応用設計実習 
基本的な設計実習で学習した内容を基に、応用的な課題

による実習を行う 

39
～
58 

発展設計実習 
応用設計実習までに学習した内容を基に、発展的な課題

による実習を行う 

59
～
60 

まとめ 最終課題の成果発表、学習内容のまとめ、質疑応答等 
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時間 67.5 

コマ数 45 

 

科目名 ICT・AI活用ケーススタディ 

授業目的 ICTや AI、VR等を設計業務に活用できるスキルを身につける。 

内容概要 ICT や AI、VR 等がどのように住環境設計業務に活用されているかを実例に

学ぶ。 

成績評価 ケーススタディの課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1
～
2 

ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明、及びグループ分け 

3
～
7 

ケーススタディ① 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 

8
～
12 

ケーススタディ② 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 

13
～
17 

ケーススタディ③ 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 

18
～
22 

ケーススタディ④ 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 

23
～
27 

ケーススタディ⑤ 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 

28
～
32 

ケーススタディ⑥ 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 
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33
～
37 

ケーススタディ⑦ 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 

38
～
42 

ケーススタディ⑧ 

ICT や AI、VR 等を活用した設計業務に関する事例を基

に、メリットや課題等についてグループディスカッションを

行う 

43
～
45 

まとめ 学習内容のまとめ、質疑応答等 
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時間 67.5 

コマ数 45 

 

科目名 スーパーシティ・スマートリビングケーススタディ 

授業目的 スーパーシティにおけるスマートリビングの構築スキルを身につける。 

内容概要 スーパーシティやスマートリビングがどのように構築されているかを実例に学

ぶ。 

成績評価 ケーススタディの課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1
～
2 

ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明、及びグループ分け 

3
～
7 

ケーススタディ① 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 

8
～
12 

ケーススタディ② 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 

13
～
17 

ケーススタディ③ 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 

18
～
22 

ケーススタディ④ 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 

23
～
27 

ケーススタディ⑤ 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 

28
～
32 

ケーススタディ⑥ 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 
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33
～
37 

ケーススタディ⑦ 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 

38
～
42 

ケーススタディ⑧ 

スーパーシティやスマートリビングに関する事例を基に、

コンセプトや構築方法、課題等についてグループディスカ

ッションを行う 

43
～
45 

まとめ 学習内容のまとめ、質疑応答等 
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時間 67.5 

コマ数 45 

 

科目名 ICT・AI活用 PBL 

授業目的 ICTや AIを設計業務に活用するスキルに加え、プロジェクトマネジメント等の

業務遂行能力を身につける。 

内容概要 ICT や AI を活用して行う住環境設計業務を題材としたシナリオ型 PBL を実

施する。 

成績評価 PBLの課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

回 講義名 学習内容 

1
～
2 

ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明、及びグループ分け 

3
～
4 

PBL①：背景・課題説明 背景や状況設定、課題の説明 

5
～
6 

PBL①：情報収集・ヒアリング 背景や状況設定を基にした情報収集やヒアリング 

7
～
9 

PBL①：課題 1 

・プレゼンテーショ

ン 

背景や状況設定に関連した課題に取り組み、その成果に

関するプレゼンテーションを行う 

10
～
12 

PBL①：課題抽出・対応策検

討 

課題 2 

・プレゼンテーショ

ン 

課題 1 の成果から課題を抽出し、その対応策を検討す

る。その結果を整理してプレゼンテーションを行う 

13
～
14 

PBL①：企画提案書作成 以上の検討を基に、企画提案書を作成する 
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15
～
16 

PBL①：プレゼンテーション 

・講評 

作成した企画提案書に関してプレゼンテーションを行い、

全体ディスカッションや講評を行う 

17
～
18 

PBL②：背景・課題説明 背景や状況設定、課題の説明 

19
～
20 

PBL②：情報収集・ヒアリング 背景や状況設定を基にした情報収集やヒアリング 

21
～
23 

PBL②：課題 1 

・プレゼンテーショ

ン 

背景や状況設定に関連した課題に取り組み、その成果に

関するプレゼンテーションを行う 

24
～
26 

PBL②：課題抽出・対応策検

討 

課題 2 

・プレゼンテーショ

ン 

課題 1 の成果から課題を抽出し、その対応策を検討す

る。その結果を整理してプレゼンテーションを行う 

27
～
28 

PBL②：企画提案書作成 以上の検討を基に、企画提案書を作成する 

29
～
30 

PBL②：プレゼンテーション 

・講評 

作成した企画提案書に関してプレゼンテーションを行い、

全体ディスカッションや講評を行う 

31
～
32 

PBL③：背景・課題説明 背景や状況設定、課題の説明 

33
～
34 

PBL③：情報収集・ヒアリング 背景や状況設定を基にした情報収集やヒアリング 

35
～
37 

PBL③：課題 1 

・プレゼンテーショ

ン 

背景や状況設定に関連した課題に取り組み、その成果に

関するプレゼンテーションを行う 

38
～
40 

PBL③：課題抽出・対応策検

討 

課題 2 

課題 1 の成果から課題を抽出し、その対応策を検討す

る。その結果を整理してプレゼンテーションを行う 
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・プレゼンテーショ

ン 

41
～
42 

PBL③：企画提案書作成 以上の検討を基に、企画提案書を作成する 

43
～
44 

PBL③：プレゼンテーション 

・講評 

作成した企画提案書に関してプレゼンテーションを行い、

全体ディスカッションや講評を行う 

45 まとめ 学習内容のまとめ、質疑応答等 
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時間 180 

コマ数 120 

 

科目名 スーパーシティ・スマートリビング PBL 

授業目的 スマートリビングを取り入れた住環境設計のスキルに加え、プロジェクトマネ

ジメント等の業務遂行能力を身につける。 

内容概要 スーパーシティの中のスマートリビングを構築するプロジェクトを題材とした学

習者主導型 PBLを実施する。 

成績評価 PBLの課題による評価 

使用テキスト・ 

教材など 
オリジナルテキスト 

 

  

回 講義名 学習内容 

1
～
2 

ガイダンス 
本科目の授業目的や学習内容、学習への取り組み方、

成績評価方法等についての説明、及びグループ分け 

3
～
8 

課題設定 

・プロジェクト計画の策定 

グループごとに課題を設定し、プロジェクト計画を策定す

る 

9
～
10 

プロジェクト計画に関するプ

レゼンテーション 

各グループによるプロジェクト計画のプレゼンテーション、

及び質疑応答等 

11
～
57 

プロジェクト推進 プロジェクト計画に従い、プロジェクトを推進する 

58
～
60 

中間発表 
これまでのプロジェクトの進行状況や成果についてのプ

レゼンテーション、及び質疑応答 

61
～
117 

プロジェクト推進 プロジェクト計画に従い、プロジェクトを推進する 

118
～
120 

成果発表・講評 
最終的な成果に関するプレゼンテーション、及び質疑応

答 
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第 3節 教材開発 

第 2 節「シラバス確定版」のシラバスを基に、講義用教材、ケーススタディ教材、PBL 教材の開

発を行った。開発した教材は次の表の通りである。 

 

図表 2 開発教材一覧 

教材名 概要 

スーパーシティとスマートリ

ビングの基礎知識 

「スーパーシティ・スマートリビング概論」の科目で用

いる講義用教材。昨年度プロトタイプとして開発したも

のを改訂した。また、eラーニング用に動画化を行い、確

認問題も作成している。 

日本の文化・風土と住環境設

計 

「日本の文化・風土と住環境設計」の科目で用いる講義

用教材。e ラーニング用に動画化を行い、確認問題も作

成している。 

スーパーシティ・スマートリ

ビング ケーススタディ 

「スーパーシティ・スマートリビング ケーススタディ」

の科目で用いるケーススタディ教材。事例の解説とケー

ススタディ課題から成る。 

ICT・AI活用ケーススタディ 「ICT・AI 活用ケーススタディ」の科目で用いるケース

スタディ教材。事例の解説とケーススタディ課題から成

る。 

ICT・AI活用 PBL 「ICT・AI 活用 PBL」の科目で用いる PBL 教材。MR を用

いた建築設計や施主とのコミュニケーションを題材とし

たプロジェクトを企画・実践し、その効果を検証する。

こうした一連のプロジェクトを通して、施主とのコミュ

ニケーション力を中心としたコンピテンシーの向上を図

る。 

 

 （1）「スーパーシティとスマートリビングの基礎知識」の教材 

本教材は、「スーパーシティ・スマートリビング概論」の科目で使用することを想定している。昨年

度プロトタイプとして開発したものを基に、第 1章 1.4の「スマートシティと ICT・AI との関係」の内

容、及び第 3章 3.4の「スーパーシティに関する政府の取組」の節全体を増補している。以下は、

本教材の目次である。 
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図表 3 「スマートシティとスマートリビングの基礎知識」目次 

第 1章 スマートシティ 

 1.1 スマートシティの概要 

 1.2 スマートシティが必要な背景 

 1.3 スマートシティの 6つの要素 

  1.3.1 スマートリビング（生活） 

  1.3.2 スマートエネルギー（環境） 

  1.3.3 スマートエコノミー（経済活動） 

  1.3.4 スマートラーニング（教育） 

  1.3.5 スマートモビリティ（交通） 

  1.3.6 スマートガバナンス（行政） 

 1.4 スマートシティと ICT・AI との関係 

 1.5 スマートシティのビジネスモデル 

 1.6 スマートシティのサービス 

 1.7 スマートシティの都市 OS 

 1.8 スマートシティの課題・デメリット 

第 2章 スマートリビング 

 2.1 スマートホーム 

 2.2 スマートハウス 

 2.3 スマートライフ 

 2.4 頭のよい子が育つ家 

第 3章 スーパーシティ 

 3.1 スーパーシティの概要 

 3.2 スーパーシティとスマートシティとの違い 

 3.3 スーパーシティに関する今後の展望 

 3.4 スーパーシティに関する政府の取組 

  3.4.1 スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定に関する公募 

  3.4.2 スーパーシティ型国家戦略特別区域の指定に関する公募の応募自治体の例 

第 4章 スマートシティとスマートリビングの事例 

 4.1 国内のスマートシティの事例 

 4.2 海外のスマートシティの事例 

 4.3 スマートリビングの事例 
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また、本教材のイメージは、以下の通りである。 
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39 
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 （2）「日本の文化・風土と住環境設計」の教材 

本教材は、「日本の文化・風土と住環境設計」の科目で使用することを想定している。日本の住

環境の特徴や、それを基にしたユーソニアン住宅、オーガニック・ハウス、及びそれらのリカレント

として発展した令和日本の「頭のよい子が育つ家®」について学習する。以下は、本教材の目次で

ある。 

 

図表 4 「日本の文化・風土と住環境設計」目次 

第 1章 日本の住環境の特徴 

第 2章 ユーソニアン住宅 

第 3章 オーガニック・ハウス 

第 4章 令和日本 頭のよい子が育つ家® 

 

また、本教材のイメージは、以下の通りである。 
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 （3）「スーパーシティ・スマートリビング ケーススタディ」の教材 

本教材は、「スーパーシティ・スマートリビング ケーススタディ」の科目で使用することを想定し

ている。スマートリビングの事例の 1つとして「頭のよい子が育つ家®」を取り上げ、その設計の基

礎となるマスターアーキテクトシステム及び SSTECHを学習する。さらに、実在する住宅の事例を

基に、SSTECHによる採点やそれを基にした改善点等を議論する課題に取り組む。 

 

また、本教材のイメージは、以下の通りである。 
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 （4）「ICT・AI活用ケーススタディ」の教材 

本教材は、「ICT・AI活用ケーススタディ」の科目で使用することを想定している。建築設計分野

に ICTや AI、MR等を活用した事例を題材として、自身の業務にどのように活用できるか等につ

いての課題に取り組む。 

 

また、本教材のイメージは、以下の通りである。 
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 （5）「ICT・AI活用 PBL」の教材 

本教材は、「ICT・AI活用 PBL」の科目で使用することを想定している。「ICT・AI活用 PBL」

の科目で用いる PBL教材。MRを用いた建築設計や施主とのコミュニケーションを題材とし

たプロジェクトを企画・実践し、その効果を検証する。こうした一連のプロジェクトを通

して、施主とのコミュニケーション力を中心としたコンピテンシーの向上を図る。各課題

では、講師向けの参考として回答例も作成した。 

 

また、本教材のイメージは、以下の通りである。 
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第 4節 e ラーニング教材開発 

第 3 節「教材開発」で開発した講義用教材 2 点をもとに音声付き解説動画を作成し、e ラーニン

グ教材の開発を行った。また、確認テストの問題も作成して e ラーニング上に実装した。 

 

本 e ラーニングは、比較的初心者でも学びやすい講義映像を配信する形態の講義映像型 e ラ

ーニングを採用した。講義映像型 e ラーニングは、その学びやすさから、JMOOCなどのオンライ

ン大学や企業・学校で多くの事例がある。また、使いやすさに配慮し、視聴デバイスもスマートフォ

ン、PCの両方に対応している。 

 

■e ラーニングシステムへのアクセス方法 

以下の URL からアクセスする。新規ユーザー登録後に学習メニューへのアクセスが可能となる。 

 

https://acsch.net/shijimascsl/ 

 

①画面遷移イメージ 

メイン画面（左）からシステムにログインし、メニューから講義動画型 e ラーニング教材を視聴する

までの流れ（画面遷移）を以下に示す。 

 

 

 

 

 

  

メイン画面 メニュー構成 学習メニュー ログイン画面 

学習画面 

メニュー展開 

https://acsch.net/shijimascsl/
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②メイン画面                      ③ログイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④メニュー画面                     ⑤メニュー画面（展開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



52 

 

⑤学習メニュー画面                   ⑥講義視聴画面 
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第 3章 実証講座実施報告 

 3年間にわたって開発した教育プログラムの評価・検証を行うために、実証講座を実施した。 

 

第 1節 実証講座の概要 

 実証講座の実施概要は、以下の通りである。 

 

図表 5 実証講座の実施概要 

受講者・人数 地場工務店の住宅設計技術者、工務店経営者等 

9名 

実施日 令和 4年 2月 21日（月） 

時間数 3時間 

実施手法 「ICT・AI活用 PBL」の科目から MRを活用した施主とのコミュニケーション

の部分を抽出し、必要なツール類の説明や 3Dモデルの表示、ディスカッシ

ョンを中心とした実証講座を構成して実施した。 

会場 東京、新潟、福井 

オンライン形式で実施。 

 

 また、実施内容は、以下の通りである。 
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図表 6 実証講座の実施内容 
講座実施日 令和 4年 2月 21日（月） 

実施時間 13時～16時 

会場 東京、新潟、福井 

※Zoom及び Holostructionによるオンライン形式 

講師 中靜真吾（小柳建設株式会社） 

和田博司（小柳建設株式会社） 

実施内容 ○開会挨拶、講座概要説明 

 

○HoloLens 2、Holostructionの使い方 

 ・セットアップ 

 ・Holostructionのダウンロード 

 ・Holostructionの会議室への入室 

 

○Holostructionによる 3Dモデル表示 

 ・MRによる 3Dモデルの表示・操作方法 

 ・「クレヨンしんちゃんの家」のモデル 

 ・「頭のよい子が育つ家®」のモデル 

 ・モデルについての説明 

 

○ディスカッション 

 ・建築設計業務への活用 

 ・VR との比較 

実施手法 講義、実演、実習 

出席人数 9名 

 

 なお、本実証講座で用いた HoloLens 2及び Holostructionは、以下のようなものである。 

 

 HoloLens 2は Microsoft社が開発した、Windows10が搭載されているパソコン及びホログラムを

表示する眼鏡型のディスプレイが一体化した、頭部に装着するタイプのホログラフィックコンピュー

ティングである。目の前の現実の空間位配置された３Dホログラム（３次元の３Dオブジェクト）を見

ることができる。 

 

 Holostructionは、小柳建設株式会社3と Microsoft社とが共同開発した、HoloLens 2用アプリケ

ーションである。建設分野では、設計・進捗管理・点検など、工事のあらゆるフェーズで HoloLens 

 
3 https://n-oyanagi.com/ 
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2が能力を発揮するため、小柳建設では HoloLens 2をプラットフォームとした Holostuructionを開

発し、自社の施工のみならず多くの企業に利用されている。 

 

 本実証講座ではこの HoloLens 2 と Holostructionを組み合わせて、遠隔地にいる受講者どうし

をオンラインで接続し、MR4（Mixed Reality）で表示された住宅の 3Dモデルを同時に確認したり、

それについてディスカッションしたりする内容とした。 

 

 

第 2節 実証講座の様子 

 本節では、実証講座の様子を写真で報告する。 

 

図表 7 HoloLens 2、Holostruction の使い方 

 

 

  

 
4 「複合現実」とも呼ばれる。現実世界に仮想の空間を融合し新しい空間を作り出す映像技術で、

AR（「拡張現実」）の一種。表示した 3Dホログラムは、手で掴んだり、近付いたり、移動・回転した

り、拡大・縮小したりなどの操作が可能である。 
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図表 8 Holostructionによる 3Dモデル表示 

 

 

図表 9  Holostructionによる 3Dモデル表示 
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図表 10  Holostruction による 3D モデル表示 

 

 

図表 11  Holostruction による 3D モデル表示 
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図表 12 ディスカッション 

 

 

第 3節 アンケート結果 

 本節では、実証講座で実施したアンケートの結果を報告する。アンケートの回答数は 3名であっ

た。 

 

1. 年代 

回答 人数 

20代 0 

30代 0 

40代 0 

50代 3 

60代以上 0 

合計 3 

 

 全員が 50代であった。 
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2. 建築設計業務の経験年数 

回答 人数 

なし 1 

3年未満 0 

3～10年 0 

11～20年 0 

21～30年 0 

31年以上 2 

合計 3 

 

 建築設計業務の経験年数は、2名が「31年以上」、1名が「なし」という回答であった。 

 

3. 「HoloLensの基礎知識」の理解度 

回答 人数 

よく理解できた 0 

概ね理解できた 2 

あまり理解できなかった 1 

全く理解できなかった 0 

合計 3 

 

 「HoloLens の基礎知識は、2 名が「概ね理解できた」、1 名が「あまり理解できなかった」という回

答であった。 

 

4. ディスカッションへの参加度合い 

回答 人数 

積極的に発言できた 0 

発言できた 2 

あまり発言できなかった 1 

合計 3 

 

 講座内で実施したディスカッションへの参加度合いでは、2 名が「発言できた」、1 名が「あまり発

言できなかった」と回答している。 
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5. 本日の講座を受けて、AR／VR／MRやAI等のテクノロジーについての関心度に変化に変化が

あったか 

回答 人数 

関心が大いに高まった 1 

関心がある程度高まった 2 

関心があまり高まらなかった 0 

関心が全く高まらなかった 0 

合計 3 

 

 実証講座を受講することで、AR／VR／MRや AI等のテクノロジーについての関心度に変化があ

ったかどうかでは、2 名が「関心がある程度高まった」、1 名が「関心が大いに高まった」という回答

であった。 

 

6. 建築分野に AR／VR／MRや AI等のテクノロジーを活用することの重要性 

回答 人数 

とても重要 1 

重要 2 

あまり重要でない 0 

全く重要でない 0 

合計 3 

 

 実証講座の内容を踏まえて、建築分野に AR／VR／MR や AI 等のテクノロジーを活用すること

の重要性については、2名が「重要」、1名が「とても重要」という回答であった。 

 

7. AR／VR／MRや AI等のテクノロジーに対する学習の意欲 

回答 人数 

積極的に学習したい 3 

少し学習したい 0 

あまり学習したくない 0 

全く学習したくない 0 

合計 3 

 

 AR／VR／MR や AI 等のテクノロジーについてより進んだ内容を学習したいかでは、全員が「積

極的に学習したい」という回答であった。 
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8. 講座に対する満足度 

回答 人数 

大変満足 0 

まあ満足 3 

やや不満 0 

不満 0 

合計 3 

 

 今回の実証講座に対する満足度では、全員が「まあ満足」という回答であった。 

 

9. 建築関連で、今回のような講座で学習したい内容（自由記述） 

 ・空撮による用地の形状と、建築中の建物の空撮写真。出来上がりの空撮等の写真の事。 

 

 建築関連で今後学習したい内容では、空撮関連の意見が寄せられた。 

 

10. 講座全体の感想や講師への質問等（自由記述） 

・ネット環境が、お客様と各々違う事に対する問題をもう少し考慮が必要では。 

 現状のシステムは，建築関連の方の視点が、重要視されているが、お客様は、建築の知識も

ないような人もいるから、その事に対する対処。例）ネットのスキル、縮尺の見え方の問題

（1:1 とした今日の場合でも）グラスから見えていた画像はそうは見えていない。アバターがせ

めて、見ているお客様の身長を反映させていると、縮尺の感じがつかめるのではないだろう

か？また、各端末で、モニター照度や、調整が出来ると、よかった気がする。 

空中にあるキーボードの操作が、非常に曖昧な事と、押す感覚がつかめないので、悪戦苦闘

した。操作に関しては，ある程度のマニュアルがないと、当日に右往左往すると思う。もしくは、

パソコン上に、動画などで画面操作情報を、最初から、教えるか？グラスを貸し出す時に、マ

ニュアルを添付させないと厳しいかも。 

・事前の準備不足で当日バタついてスムーズな講座になっていなかったのが残念でした 

 

 HoloLensや Holostructionの操作・機能に関する課題を指摘する意見が寄せられた。 
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第 4章 まとめ 

 本章ではまとめとして、開発した教育プログラムの評価、及び次年度以降の活動計画について

報告する。 

 

第 1節 開発した教育プログラムの評価 

 本講座で実施した実証講座では、アンケートの結果からは、使用したツール類の操作性に関す

る課題を指摘する意見もあったが、満足度は比較的高かった。また、講座内では、ディスカッション

の時間以外も含めて受講者どうしで活発な議論が行われ、多くの気づきがあったとの声も聞かれ

た。短い時間であったが非常に有意義な実証講座であったことがうかがえる。 

 

 MR という最先端の技術を題材とした講座内容についても、受講者からは高い評価を受けた。ま

た、今後の建築設計業務への活用可能性を評価する声も多く聞かれ、本教育プログラムの教育

効果は充分に確かめられたと考える。 

 

 

第 2節 次年度以降の活動計画 

 文部科学省委託事業としては本年度で終了するが、本事業は引き続き、一般社団法人四十万

未来研究所が中心となって活動を行っていく。そのために、令和 3年度までに実施してきたリカレ

ント5及び Society5.06の両事業の実施委員会を中心として、「令和リカレント＆Society5.0対応教

育・学習循環社会実行委員会」を当社団に新たに設置し、以降の事業活動を運営していく。 

 

図表 13 令和 4年度以降に予定する実施体制 

 

 この実施体制を基本として、次年度以降の活動計画を以下のように定める。 

 

（1）令和 4年度の活用方針 

 令和 3年度に実施した実証講座の検証結果を基に、専門学校が中心となって教育プログラムの

改善を行う。また、必要に応じて教材の改訂、新規開発・調達等も実施する。その上で、開発した

 
5 令和元～3年度 文部科学省 専修学校リカレント教育総合推進プロジェクト 「工務店の住宅設

計技術者を対象とする『子育て住環境の提案と設計』に係る教育プログラムの開発・実施」 
6 本事業 
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教育プログラムから 120時間程度を抽出してリカレント教育プログラムを構成し、建築関連の専門

学校卒業生を中心として、若手の建築・デザイン関連人材等をも対象に、2～3回程度実施し、課

題の抽出を行う。また、教育プログラム全体の導入のために、実施委員会参画の専門学校校をは

じめとした各校との協議を開始し、導入に向けた準備や調整を行う。 

 

（2）令和 5年度の活用方針 

 令和 4年度の実施結果を基に教育プログラムの改善を行う。その上で、リカレント教育プログラ

ムを 4～5回実施する。また、教育プログラム全体の運用を、建築関連の専門学校にて開始す

る。 

 

（3）令和 6年度の活用方針 

 令和 5年度の実施結果を基に、引き続き専門学校を中心として、教育プログラムの改善を行う。

リカレント教育プログラムは引き続き、4～5回実施する。さらに、リカレント教育プログラムを、全体

の教育プログラムのそれぞれについて導入を行う専門学校を主体として、支援を行う大学等をも

募り、本教育プログラムの導入機関の拡大を図っていく。 

 

 

 昨年度は国内外のスマートシティについて調査を行ったが、国内で教育や文化をテーマとしたま

ちづくりに積極的に取り組んでいる自治体はなかった。一方、海外では、ニューヨーク、オランダ、

カナダ、イギリスなどでは、教育・文化が主要政策となっている。我が国では、ドローン、自動運

転、行政 DX等、本来は手段であるものが目的となっているのがその原因である。 

 

 本事業で開発した教育プログラムには、スマートリビングの一例として「頭のよい子が育つ家®」

を題材として取り入れた。ここでいう「頭のよい子」とは、「難関大学に合格する子」という意味では

なく、「双方向コミュニケーション能力のあるこども」のことである。そして、こうしたこどもたちは、全

市民参加による市民イニシアチブによって育成されるのである。 

 

 令和 2年 2月 2日に開催されたまちづくりフォーラム「小田原～頭のよい子が育つまち」7では、

周辺地域から多数の市民が参加し、当日のアンケートからもこうした子育て・まちづくりに対する関

心の高さがわかる。 

 

 このような課題意識の下、当社団は、日本の伝統的な住文化を、マスターアーキテクトシステム

(MAS)と空間工学理論(SSTECH)による最先端技術とデザインにより、最適家庭教育・探求学習環

境を継承して行き、教育をテーマとしたまちづくりを推進していく。 

 

  

 
7 巻末の参考資料を参照。 
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付録 開発教材・参考資料 
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① スーパーシティとスマートリビングの基礎知識 



66



67



68



69



70



71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



82



83



84



85



86



87



88



89



90



91



92



93



94



95



96



97



98



99



100



101



102



103



104



105



106



107



108



109



110



111



112



113



114



115



116



117



118



119



120



121



122



123



124



125



126



127



128



129



130



131



132



133



134



135



136 

 

② 日本の文化・風土と住環境設計 
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③ スーパーシティ・スマートリビング ケーススタディ 
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④ ICT・AI活用ケーススタディ 
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⑤ ICT・AI活用 PBL 
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⑥ 参考資料 まちづくりフォーラム「小田原～頭のよい子が育つまち」関連資料 
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フォーラムの参加者について 

参加者数 90名 

住所 

・小田原市 61名 ・南足柄市 1名 ・開成町 1名 ・その他県内 8名  

・東京都 13名 ・千葉県 3名 ・新潟県 1名 ・静岡県 1名 ・福岡県 1名 

年齢  平均 48歳 

性別  ・女性 26人  ・男性 64人 

 

アンケートにいただいたご意見 

１ このフォーラムのチラシを見て、「頭のよい子」ってネーミングなんだかなぁ・・・」って思いませ

んでしたか。フォーラムに参加して、「頭がよい子が育つまち」って、どうですか。 

 

とても良いと思います。勉強ができる、詰め込み型が”頭のいい子”と思われる方が多いと思ってい

る所に、本当に頭のいい子とは。そのベースでの頭のよい子が育つまちとしての考え方にはとても賛

同いたします。(松田町 40歳代  女性) 

ご説明の通りだと思いますが、あえて誤解を与えるタイトルにしたのは疑問があります。「頭と心の

豊かな子どもが育つ町」の方が、先生の考え方にストレートで、一般の人に受け入れやすいと思いま

す。(小田原市 男性) 

具体的にどのような街づくりを目指すか分かりやすい一方で、限定的すぎる印象を受けた。 

とらえ方によっては「頭のよい子が育つまち」を「子供が輝く小田原」とか、若い世代が元気な街を

目指すようなフレーズの方が良いかもしれません。(小田原市 40 歳代  男性) 

駅前、中心街、商店街の活性化と方向は同じですが、このネーミングによって市民の理解と協力を得

やすくなる「ブランド効果」が期待できるとできるでしょう。(東京 50歳代  男性) 

フォーラムのネーミングはインパクトがあったと思います。 

ただ今まで実現しなかったことを過去の実績がある方に聞く話をしても刺さるものが少ない。 

子育ての子育て世代の現実、聞きたかった。結局は建設会社にの集まりでそこで守屋さんを知っても

らうような会になってしまった。ちょっと残念です。(小田原市 40歳代  男性) 

子供たちが経験する環境(小田原市 30歳代  男性) 

ネーミングは、やはりちょっと変だし、言っている人の意図が伝わらない。(小田原市 70歳代  男性) 

頭の良い子=勉強ができる子のイメージでした。 

学校の勉強＝生きる力ではない。 

   頭が良いとは・・・・。(小田原市 50 歳代  男性) 

壮大なテーマだと思いました。(小田原市 30 歳代  男性) 
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”頭が良い子とは”っていうのもを改めて考えました。 

自然に目を向けてみようかなぁ…と思います。(小田原市 30歳代  女性) 

私にとっては頭が良いよりも「健康で心優しく」がモットーでしたが、お話を聞いて、頭の良い子≠

成績がよい知識がある、あると分かりました。これからの地球を取り巻くグローバルな問題に対して

果敢に取り組んでゆく子どものことだとわかりました。(小田原市 50歳代  女性) 

まんまでいかがかなあ…と思う！ もっと未来感を出してみてみたら。 

心身供に健全な社会を目指して頂きたい。 

趣旨が分かり分かりました。相スミマセン。(小田原市 60歳代  女性) 

回りくどい言いまわしより、ストレートなネーミングの方がわかりやすくて良いと思います。(小田

原 30歳代  男性) 

「勉強のできる子」とは違うということは分かったが、あいかわらず、語感が良いとは思えない。「か

しこい子」とか、もっとピッタリする言い方はないだろうか。(横浜市 60歳代  男性) 

「人柄の良い子」(小田原市 70歳代  男性) 

小学校 3 年生の男の子の子育て中の母ですが、このネーミングには興味を持ちました。そして、頭の

良い子=勉強ができる子ではないという事を聞きほっとしました。学力だけではなくいろいろな体験

ができる町という事が分かればいいのではないかと思う。(小田原市 40歳代  女性) 

ネーミングは「なんだかなぁ…。」というよりは「なんだろう？」の方が強い印象です。 

「頭のよい子が育つまち」は自分が色々なことが経験できるまちの事かなと思いました。(小田原氏 

30歳代  男性) 

最初、「頭のよい子」は勉強ができるというイメージを持って参加しました。実際に聞いてみると、

そうではないということが良く分かりました。人間関係がどんどん薄くなっている世の中で、本当に

「頭の良い子」を育てることは大人の責任であると思いました。(その他地域在住 30歳代  男性) 

講演でもありましたが、学力ではなくコミュニケーション能力や、物事を多角的に見ることができる

力に尽きると思います。(小田原市 20歳代  男性) 

地域のコミュニティ全体で子育てを考え、子供達に多様な経験は与えてあげることが大切だと感じ

た。(小田原市 30歳代  男性) 

良いと思いました。子供たちが自立していくうえで、考える力、理解する力を持ちコミュニケーショ

ンができる子が育つまち。まちぐるみで子どもたちを育てる、共育（協育）はこれから大切だと思い

まます。(南足柄市 30歳代  男性) 

頭のよい子の「頭」はかえつて、”ずるい、こざかしい、大人びたと”いうイメージもある。 

「よい子」だけだとよくない意味での”素直言うことを聞く子”とも思ってしまう。 

趣旨は賛同するが、タイトルには違和感があった。(小田原 70歳代  男性) 

「頭のよい子」より「心の豊かな子」の方が良いと思います。また、育てるより親の大人が豊かな心

を持つことであるので「心豊かな心が育つまち」を作りたいです。(小田原市 50歳代  男性) 

家庭だけでなく、地域一体となって共に学ぶ環境(小田原市 40歳代  男性) 

人を思いやる「感性」の優れた子どもが育つ街としても良いのではないか。(横浜市  男性) 

まず街作り、環境作りが大切と思います。(小田原市 70歳代  男性) 
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俗にいう「頭のよい子」は賢い子、思いやりのある子、そのような子どもが育つまちです。そのよう

な子どもたちは学ぶ力も強く学力もあると思う。(小田原市 60歳代  男性) 

子供の創造力・想像力を育む街づくりの大切さを認識してきました。(新潟 50歳代  男性) 

良いと思います。これからの魅力ある街づくりは必須のテーマだと思います。(都内 50歳代  男性) 

 

 

２ フォーラムの講演やディスカッションでの議論を踏まえて、あなたの住む地域の子育ての課題につ

いて、ご意見をお書きください。 

今回の初めてフォーラムに参加させて頂いて、自分の住む地域だけの問題ではなく、日本国全体の問

題だと思いましたので、ネット社会でひきこもっている日本人の改革の為にも、今回のフォーラムの

主旨を全面的に理解し、面で広げていきたいと思いました。(大和市 50歳代  男性) 

正直,講演を聞くまで自分の住む「まち」について、自分の家庭と繋げて子育てを考えたことはあり

ませんでした。講演を聞いた後、振り返って考えてみると、自分自身は東北の生まれですが、「田舎」

というコンプレックスが、実は家庭と地域（まち）を自然と頭のいい子を育んでくれていたのではな

いかと思いました。今現在住んでいるまちにはこの一体感は感じませんので、この溝をどのように考

えていくのかということかと思います。(松田町 40歳代  女性) 

・全ての地域（国の内外を含め）個人主義（資本主義）の行き過ぎかなと思います。 

・又、情報過多の世の中で、その情報を選別するのがする力が求められていると思います。（自分の

利益になる、ならないではなく、社会の常識上、良いか悪いかですが。）(小田原市 男性) 

市内の町田（足柄地域）小学校学区の子供会におりますが、絶対的な子供の減少が著しく、既存の考

え方での継続が困難となりつつある。(小田原市 40歳代  男性) 

ディスカッションの中心がやはり「大人」が中心でテレビを見ているよう。やはりこのテーマに掲げ

るなら子育て世代が何を欲しがっているのか行う必要、覚悟が必要(小田原市 40歳代  男性) 

保育施設が角が少ない(小田原市 30歳代  男性) 

学校任せにしない。 

親の責任を自覚させる。親の教育をしっかり行うシステム。 

家庭教育の重視(小田原市 50歳代  男性) 

少子化と言われる中、私の地域はまるで映画「三丁目の夕日」のように子どもが多かったような気が

します。子どもが子どもを呼び、楽しい中で子育てを意識しないで育っていく、そういう感じでした。 

課題は働くお母さんが増えて自由な時間がお母さんに減っていること。子育てできないお母さんがど

んどん増えていることですね。(小田原市 50 歳代  女性) 

子育て以前の問題で子供が少な過ぎる。生産年齢の女性達も男性も結婚も恋愛もしたがらない世界も

かつてない時代で婚活のススメをしていますが自信がないのが現状に満足しすぎているのか日本人

の遺伝子を増やして欲しい限りです。(小田原市 60歳代  女性) 

個の教育はできても、集団の教育近所付き合いが希薄になっているところがあると思うので、近所づ

きあいを積極的にできるような環境作りをしていったほうが良いのではないか。(小田原 30歳代  男

性) 
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空き家、自治会、行事の合理化で若い人が都市へ流出するのを防ぐ。(小田原市 女性) 

論語等の古典の学習の普及を 

二宮金次郎が読み生かして(小田原市 70歳代  男性) 

私は結婚して横浜から来ましたが、小田原は本当に自然がたくさんありいい町だと実感しています。

しかしこの良い所があまり生かされていないなと感じる事があります。お年寄りがもっと活躍できる

場があれば子どもにとってもプラスになる事があるのかな…と感じました。(小田原市 40 歳代  女

性) 

公園が少ない。子どもが遊べる場が欲しい。(小田原氏 30歳代  男性) 

私は小田原市民ではありませんが、小田原市についてのイメージで書きます。 

小田原は自然も多く、歴史や名産品もあり、交通の便も良い、すばらしいまちだと思っています。し

かし、小田原に住んでいる人々は、その魅力を感じているのか、他の市に住んでいる人に伝えられて

いるのか、ということだと思います。小田原で育った子供たちが地元の魅力を他人に伝えられるよう

な、そんな子が育つと小田原はもっと発展するのではないでしょうか。( その他地域在住 30歳代  男

性) 

ネットや SNSの拡大による各家庭の役割の希薄化、人口減少(小田原市 20歳代  男性) 

実際の子供達とのレクレーションギャップは感じないのか、このあたりが一番の課題なのでは？(小

田原市 30歳代  男性) 

まず大人が「小田原」を知る必要があると感じだ。(小田原市 30歳代  男性) 

多くの情報がインターネットの普及により簡単に手にすることが出来るようになったが、何が正しく

何がちがうのかがわからないということが多くある。 

不登校の子どもたちが年々増加傾向にある中で、そういう子どもたちに対しどの様な対応をしている

のかが見えてこない。 

こどもたちが自由にのびのびと遊べる、外の環境がすごく少なくなっている。(南足柄市 30歳代  男

性) 

「世界こどもフォーラム」（テーマを設けて一年かけて”研究”）市民市民対象に発表 

・自由研究 質の高いもの 学校に関与しない 自主運営（ボタンティアによる手続きのみ助言） 

・学校ごと、地域ごと、自由グループなど、 

・学年横断、予算←市で、小田原賞だけでもよい。対象、小・中・高、高―運営 

・審査員もこどもたち。 

はやりのことばで言えば、レガシーとしての継続性 

(小田原 70歳代  男性) 

地域全体で子育てをする、うるさいおじさん、おばさんがいても良い。つまり気配りのできる地域に

したいものです。それぞれ役割がある。(三鷹市 60歳代  男性) 

個人主義が問題です。親子三代が共に協力しあい家庭を築けば子供の心が豊かになると思います。地

域の三代がつながると良いです。(小田原市 50歳代  男性) 

子供が安全に遊べる場所が少ない。(小田原市 40歳代  男性) 
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核家族化が進んでいることもあり、地域や街単位で子供を育てるという意識がなくなってきているよ

うに思う。(横浜市 男性) 

このようなフォーラムが大切です。もっと地域まで開いてほしい。(小田原市 70歳代  男性) 

子育て、子供たちに与える環境が重要！ 

（Keyword → Environment）(小田原市 60 歳代  男性) 

長年地元新潟に住んでおりますが、私もやはり地元の事について知らない事だらけです。今回のフォ

ーラムをきっかけに、今後地元に目を向けるとともに子供たちにも伝えたいと思いました。(新潟 50

歳代  男性) 

街の魅力で自然と人が集まる仕組みやテーマ 

子どもが将来の街の財産だと思います。(都内 50歳代  男性) 

 

 

３ 今回のフォーラムでは、県西地域の２市８町(小田原市,南足柄市,中井町,大井町,松田町,山北町,

開成町,箱根町,真鶴町,湯河原町)の全ての市町・教育委員会の後援をいただきました。 

市町や教育委員会に対する提案への提案をお書きください。 

「頭の悪い子」を「頭の良い子」にできるような教育方針を立ててほしいです。(小田原市 男性) 

地域の学区の考え方を否定するわけではありませんが､各小学･中学校に特徴を持たせて､越境（学区

外）通学を認めてはどうか。(小田原市 40歳代  男性) 

様々な方面の経験者が子育て（←かつ、それにが日常的な勉学のつながりを感じる）教育に参画でき

る機会を数多く作ってほしい。 

今では自分の親がどんな仕事をしているか知らない子供もいると思う。 

どんな仕事であれ子供が自分の親がどのように社会に携わり貢献しているのか誇れるようにならな

ければ小田原の発展はないと思います。(小田原市 40歳代  男性) 

教師が多忙すぎるなどの噂を聞きますが、教師を大事にすることが地域の子供達を育てるうえで最も

重要なことと思います。読書の大切さの話が出たのですが、私の親は全然本を読む人ではなかったの

ですが、担任の先生（小学 4年から 6年）が子どもたちにテストをさせながら自分は部厚の本を読ん

でいて、授業の時に自分が読んだ本の話をしてくれたりしました。私は小学校の卒業文集に一生本を

読んでいたいと書きました。そして現在 74 歳になりましたが、ずっと本を読んでいます。こういう

教師のゆとりは大切です。しっかり教育してくれなければ「自ら考える」も「コミュニケーション」

も育つわけがないのです。教師教育を大切でした大切に(小田原市 70歳代  男性) 

三学期制の復活 

二学期制では長い休みの過ごす目的が不明確(小田原市 50歳代  男性) 

良い観光資源があるからこそ、より良い観光資源の活用を熱望しております。(小田原市 30歳代  男

性) 

頭が良い子を育てるには親がまず学ばなければといけないと思います。 

もっと具体的に家庭との過ごし方や子供との関わり方のヒントを教えてもらいたいです。(小田原市 

30 歳代  女性) 
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子どもが本当の意味で成長できるときというのは、何も課題がない、自分で自由に組み立てられるこ

とのできる時間であると思います。課題に追われて疲れてしまう子どもが増えていることを心配して

います。(小田原市 50歳代  女性) 

教科別に受けた先生の授業を選択制にしてほしい。(小田原市 60歳代  女性) 

公園があったり、人の集まるところでの公共施設の充実 

外での学習の場を充実させること(小田原 30 歳代  男性) 

学校卒業後の就業人生において大切なのは、結局、「人間関係」です。これを良好に保つ為、ヒトの

脳科学・精神・心理学を効率的に教えてみては。英語、プログラミングは、次の課題(小田原市 女性) 

よい町づくりは教育が基本と思う(小田原市 70歳代  男性) 

国府津小学校ではかまぼこを作るイベントや梅を見に曽我まで 1、2 年生が一緒に出かけたりしてい

ます。6 年生は木の伐採を見たりおはし作りをしていした。このような経験を今後もたくさんさせて

あげていただきたいです。(小田原市 40歳代  女性) 

子どもたちが自発的に行動を起こすことが出来る、自立した子どもに育つ事業を実施して頂きたいと

思います。(小田原氏 30歳代  男性) 

子育ては市町や教育委員会だけで成立するものではないですし、各家庭の環境が大きな要因だと思い

ます。ただ教育の方向性や学校の義務教育など、市町や教育委員会が主導で、これからの時代をたく

ましく生きるための子育てについて取り組んでほしいです。( その他地域在住 30歳代  男性) 

小田原の魅力をうまく発信してほしい。(小田原市 30歳代  男性) 

子育てしやすい環境づくりに対して、片親が多くなったり、低所得の家庭に対して、学校教育だけで

なくそれ以外の部分でも平等に受けられるようにしてほしい。 

日頃体験出来ないことにチャレンジ出来る環境づくりをしてほしい。(南足柄市 30歳代  男性) 

公的な教育分野の支援プロジェクトやイベントに参加しようとすると、「教員免許」が必要とされる

ことが多い。門戸が狭められている。(小田原 70歳代  男性) 

歴史をつなげていくアイデア ＋ 子供の見守りと教育(三鷹市 60歳代  男性) 

小学校の校庭芝生化を(小田原市 50歳代  男性) 

こ れからの多様性に向けて、外国人から見えるまち、町民 + 外国人から求められることを取り組ん

でいきたい.(湯河原町 20歳代  男性) 

子供が安全に遊べる場所を作ってほしい（児童公園など）(小田原市 40歳代  男性) 

地方の活性化の鍵はその地域に住む子ども達が健やかに育つことにあり。「活力」「思いやり」「調和

（バランス）」「素直」な気持ちを持つ子どもを育むことを目的としてほしい。(横浜市  男性) 

行政、学校、PTA、地域、学習塾、教育関連企業等で協議会のような形で現状把握、提案などを話せ

る場所が必要。 

提案が数多くある。(小田原市 60歳代  男性) 

ありがとうございました。とても良い機会だと思います。 

全国の人口減少に悩む家地方都市に広まればよいと思います。(都内 50歳代  男性) 
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４ 商工会議所や住まいまちづくりの企業やその団体からも協賛や後援をいただいています。企業活動

への期待やご提案をお書きください。 

定住人口は今後も増えないと思っています。日本全体が人口減となってきている為です。すると、企

業に観光人口に頼りがちになりますが、その結果、オーバー人口による問題が各地で起こり始めてい

ます。まずは、定住している人が他に移り住まない様な、住みよい町造りができる様に期待していま

す。(小田原市 男性) 

３に同じ 

(参考 3への回答） 

3 様々な方面の経験者が子育て（←かつ、それが日常的な勉学のつながりを感じる）教育に参画でき

る機会を数多く作ってほしい。 

今では自分の親がどんな仕事をしているか知らない子供もいると思う。 

どんな仕事であれ子供が自分の親がどのように社会に携わり貢献しているのか誇れるようにならな

ければ小田原の発展はないと思います。(小田原市 40歳代  男性) 

商工会議所やまちづくり活動を行わない利益追求のみの企業は排除。社会貢献をもっと認める。小田

原や地元に税金を納めない企業は入札指名をしない。(小田原市 50歳代  男性) 

まさかの時のセーフティネットの役割を期待しております。コロナウイルスによる停滞等は恐れてお

ります。(小田原市 30歳代  男性) 

ビジネス（コマーシャル）感覚は子育てとは相反するところにあるということ言われます。 

しかしながら、それほどスマートフォンが普及してくると、むしろ早期からその仕組みを教えて、若

くてもビジネスに成功していくのも悪くないかもしれません。 

その共存ともうけたお金をどう使っていくかという倫理感（モラル）を教育に取り入れる必要がある

と考えています。(小田原市 50歳代  女性) 

教師も多忙らしいので子供の居場所が塾以外でたくさんあるとよい。 

例：寺子屋教室（板橋のホンノウ寺）大人が聞いても楽しかった。図書館、UMECO、夏休み冬休みを

利用した社会見学、共同募金・ボランティアとの社会活動、ボーイスカウト、ガールスカウト、美術

館、有料映画、音楽コンサート etc 遊び場(小田原市 60歳代  女性) 

浅見先生が紹介したようなハード面のまちづくりの提案を出し合うような場が欲しい.(横浜市 60 歳

代  男性) 

市内、大企業の撤退→東京、横浜方面の職場一極集中→通勤時間の延長による→個人時間の搾取→教

養容時間の減少、と悪いフローが課題。(小田原市 女性) 

子どもが経験できる場所、のびのび遊べる場所がもっとあればいいと思います。(小田原市 40 歳代  

女性) 

行政だけで全てをこなす事は難しいです。 

民間企業や団体にはそれぞれ出来る事を実施して頂き、より良い小田原にして頂きたいです。(小田

原氏 30歳代  男性) 

まち全体として、大人たちが全員で子育てをやっていくという意味で、協賛や後援が増えていくこと

が良いことだと思います。( その他地域在住 30歳代  男性) 
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子どもたちが自主性を持ちいろんな経験が出来る場の提供。(南足柄市 30歳代  男性) 

観光にのめり込み過ぎている(小田原 70歳代  男性) 

毎年、何か、ギネスを目指してみてはどうでしょうか。(湯河原町 20歳代  男性) 

財政的な支援をお願いしたい。(横浜市  男性) 

市内の学校（特に私立学校）、塾団体、教育関連企業の意見を聞く。(小田原市 60歳代  男性) 

小田原の益々のご発展をお祈りします。(新潟 50歳代  男性) 

頭のよい子が活躍できるような多様性のある採用や制度として頭の良い子育ちやすくするバックア

ップ、例えば、金融、労働、子どもや親を親同士のつながり、互いに刺激し合えるような場の提供を

お願いできればと思います。(都内 50歳代  男性) 

 

 

５ 小田原医師会や小田原市 PTA連絡協議会からも後援をいただいています。期待やご提案をお書きく

ださい。 

脳科学と理解力の有る人の脳との関係、又は、それが生活環境でどう変化があるのかのデータを明ら

かにしてほしいです。(小田原市 男性) 

行政および商店街（中心街）の店主、地主等にまちをよくする（活性化）ためのアピール、啓蒙を進

めていただきたい。子供たちのため→人口の確保のため→産業の維持のためなど色々つながります。

(東京 50歳代  男性) 

・小学校の下校時のブーメラン（時間外活動）の内容充実 

・道徳、人とのコミュニケーション、ものの考え方、スポーツ、人とのふれあい 

子供たちの一日の時間で学校終わるから学校終了から夕飯を取る時間の使い方で子供の成長の仕方

が変わってくると思います。(小田原市 40歳代  男性) 

現場の声を行政に意見し反映させて下さい(小田原市 50歳代  男性) 

小田原医師会の方には方々には日常的な体のケアをしていただいてありがとうございます。これから

の小田原市の傾向をご提案いただき特に子どもを取り巻く環境を感じるところであれば PTAとも連携

してもらいたいと思います。(小田原市 50歳代  女性) 

子供が少なくなり子ども会の活動もものたりなく感じてしまう。 

夏休みのイベントで自然に触れる機会があり（久野）、子どもが楽しい時間を過ごせました。ボーイ

スカウトに入らなくてもこのようなイベントをもっと増やしてくれたらと思うことがあります。(小

田原市 40歳代  女性) 

今回の講演は聞いていて凄く面白かったです。 

「頭のよい子が育つまち」にしていく為、サポートをお願い致します。(小田原氏 30歳代  男性) 

先生方もおっしゃっていたとおりですが、今回の話をもっと子育て世代の方々に聞いてもらえるよ

う、PTA から各学校を通じて若い世代の参加者を増やしていくように取り組んでいただけるよういた

だけると良いと思います。( その他地域在住 30歳代  男性) 
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すべての子どもたちに当てはまるわけではありませんが、体力低下のことやいじめ等ある中でＳＤＧ

ｓのモデル都市にある中で、人と人とのつながりによる「いのちを守り育てる地域自給圏」の創造と

いうことや、誰ひとり取り残さない、取り残されないことを目指すことへ期待しています(南足柄市 

30 歳代  男性) 

ギネスに挑戦する街を目指してみませんか。(湯河原町 20歳代  男性) 

意外と大人が日本の歴史について疎い。大東亜戦争で日本が失ったものは何か、230 万人に及ぶ尊い

命の土台があったからこそ今の日本があることを、これからの世代に伝えていく必要があると考えま

す。(横浜市  男性) 

頭のよい子が多く育つような制度を充実していただければと思います。(都内 50歳代  男性) 

 

 

6 四十万先生の講演の中で、福井県の中学校の入試問題に触れていました。 

下はそれを小田原に置き換えた問題です。 答えを考えてみてください 

あなたが旅行に行ったり新聞で読んだりするなど見聞きして感じた東京の良さや課題は何ですか。ま

た、それらの課題のある東京に対して、今後、小田原市はどのようにあるべきだと思いますか。 

東京と小田原市の関係性（例：対抗、協力等）を明確にしながら、将来あるべき小田原市の姿についての

提案を 500字～600 字で書いてください。 

 

＜東京の良さや課題＞ 

＜良さ＞情報が集まる。経済的な余裕。数多くあるサービス、ものが集まる。 

    学校選択が幅広い。 

＜課題＞・経済格差の中の「下」のカテゴリーの人達のセーフティネット 

    ・自然とふれあえる機会が少ない 

    ・体を思いっきり置かせる機会が少ない 

＜課題＞に対して、ここで小田原市が担うことが必要。 

  小田原市は育てる、教えるノウハウを持つ 

  道徳感を教える、自ら動き得られることの満足・モチベーションを 

  上げる術を数多く持つ 

＜良さ＞については「戻ってくる、移住する」というニーズを取り込む。 

  サテライトオフィス等の充実、都心でなくても働ける環境の整備 

  人とのつながり、心地よい空間づくり、 

  受け入れる体制、既得団体の見直し 

(小田原市 40歳代  男性) 

私は東京の大田区ので調布に近いところから 9年前に移住して来ました。中規模都市の「ちょうどよ

さ」をまさに実感しています。一般論で言うなら、東京は防災的に大変なところで、ゼロメートル地

帯はもちろんですが、密集地域の火災などを考えると住む気がしなくなるところです。そういう認識

を持つなら、小田原も広うござんす、でいろいろですが、東京よりは格段に安心して住めるところで

す。こういうことを PRするといいかも。(小田原市 70歳代  男性) 
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時々、東京に行く機会がありますが、目的を終えるとすぐに帰ってきたくなる思いがします。それは

なぜなのか？ というと、電車に乗るホームは人でいっぱい、その先地下鉄の乗り換え口がわからな

い、食事をどこで取ればいいかわからない、どこへ行っても「ほっ」とできない気持ちになるからで

す。スピード感はあるし、情報も最先端のモノに触れることができるし、若い 20 代の頃には刺激的

であったこともあります。20 年～30 年経過し、今ではスピードよりもスローなもの、最先端よりも

本物の落ち着く情報を求めるようになりました。東京には東京で良いところで、このままであっても

いいのだと思います。一方、小田原市は海もあり山もあり自然は豊かで、しかも東京から新幹線で 40

分弱という距離です。私は小田原に家があり、子育てをしてきましたが、この選択にとても満足して

います。スピードスピードで追われることも少なく、歴史的なところ文化的なところに情報も多く足

元にある魅力に気がつくことがよくあります。ほっとするというよりは、それにも意識しないほど安

堵感を味わう日常を送ることができているのだと思います。これからもこれからも両方（東京と小田

原）の関係はその役割分担、良さを共有し合う、連携のようなものではないかと考えます。 

そのためには小田原市には将来に向けて良さをアピールし、東京から小田原に向かう視点を東京人に

植え付けていく必要があると思います。 

       東京   ←戻る・仕事  小田原 

    東京    帰宅→    小田原 

             週末に行くところ   ホームタウン週末農業プチ旅行 

いろいろと書きましたが、それぞれのパネリストのお話はとても参考になりました。ありがとうござ

います。(小田原市 50歳代  女性) 

文化遺産が沢山あり、もっと活用 掘りおこして欲しい。市民会館ができたら中心にしたらいいので

(小田原市 60歳代  女性) 

東京のよさは、交通の利便性が最も充実している、人口の集中の中で競争も激しい中で”食”におい

ても多様性の中で美味しい店が多い、大企業を中心に一般的にエリートと呼ばれている人間が多い

（しかし現実には 50 代迄で全ての勝負が出世談で語られる厳しい現実がある）、皇居を中心としたシ

ンボルは重要で小田原においても小田原城の周辺整備をしっかりやること 

二宮金次郎の思想をもっと後世に伝えていく 

リニアの開通後にはこだまの運転回数の増加や電車賃は下がる等の期待が高く中央線の吉祥寺～井

の頭エリアという一般的な都内の高級住宅地土地価格 200万／坪と同時間で通勤が可能となり住むに

は利便性がすごく高いことをもっと PRしていく事 

古民家等歴史を刻んだ建物を壊すことだけを前提にするのではなく一度は俯瞰してみることが大切、

バイパス道路で変わってしまった海の景色をもう一度景観な見直しが必要(小田原   男性) 
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都会としてのネームバリューは誰もが東京としての認識できるアピールポイントとなっていると思

います。それによって、人は東京に集まり、それが魅力の連鎖を生み、栄えていく流れにあるように

思います。 

逆に課題としては、東京といっても、東京 23 区を中心として、西東京方面に栄えのイメージが強く

ありません。東京といえど、一部に集中しているところに課題があると思います。 

東京と小田原は、小田急線、JR線、高速道路でもつながっており、交流の面では非常に近い位置にあ

るとも言えます。ビジネスとして都心へ通うことができる、小田原と隣接した箱根の観光、小田原に

も歴史がある文化があり、観光を見せることができる。 

人の流れを誘致する条件は良いものであるので、あとは小田原のまちとしての魅力を高めることで、

人を小田原に呼び込む、人を増やしていくことができる、良いまちの姿になっていくのではないかと

思います。魅力を高めるためには、小田原の文化であったり、人の住みやすさについてより良い環境

づくりが大事と思います。(小田原 30歳代  男性) 

東京の良さは欲しい情報や物が何でもある。(小田原市 女性) 

公共交通機関が発達して便利な一方、駐車料金が高く、また慢性的な渋滞が発生し、自動車を保有す

る人の割合が小田原より少ないと感じました。小田原市は神奈川県内でも広い市に数えられ、自然も

豊かで近隣には箱根や湯河原町など小田原も含め観光も盛んです。都市にある楽しさは小田原には少

ないと思いますが、自然環境に関しては東京にない魅力があると感じています。この点について東京

を真似しようとするのではなく、小田原でしか体験できないことで勝負する必要があると思います。 

小田原は東京ほど都会ではなく、かといって過疎しているのではない地方都市です。暮らしていくの

に調度良いと自分は思っています。現在は人口流出が多く 19 万人を割ってしまう寸前ですが、気候

も温暖で過ごしやすい小田原の魅力を市外に伝えてをいって、定住人口を増やしていくと共に、教育

レベルが全国平均より低いという所が住むにはマイナスであるとするならば教育にも力を入れてい

って欲しいと思います。(小田原氏 30歳代  男性) 

見聞きして感じる部分は、たぶんほとんどの人が良い部分しか見ないのだと思います。 

東京は夢があって憧れるという人々が多いと思いますが、逆に悪い部分もあると思います。自分で知

ろうとしなければ分からないですから、良いイメージを勝手につけられている問題があると思いま

す。 

小田原のイメージはどうかと言えば、かまぼこ、ちょうちん、お城などがあると思いますが、もっと

小田原の良さ、PRを東京のように上手くやっていくことが今後必要になると思います。 

もちろん、良いイメージだけではなくて、中身も伴っていかなければなりません。みんなが憧れる、

夢を持てる街づくりをみんなで行うことが大切だと思います。( その他地域在住 30歳代  男性) 
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まず、小田原市と東京は JR 東海道線から小田急線、新幹線などの鉄道により約 1 時間程度で行き来

できる都市であり、東京都八王子市は戦国時代に関東を広く治めていた北条氏のゆかりの土地として

姉妹都市であるという関係があります。 

東京都、特に東京 23 区の主要な都市といえば、日本の流行の発信基地であり、ビジネスや行政にお

いても非常に情報がスピーディーな都市であると考えます。その点、小田原市はまだまだ日本経済の

動向から、二、三歩遅れているように感じます。ネットや SNSの拡大により以前より情報がリアルタ

イムで進むのに対し、人口減少や少子高齢化による要因で、ハードウェアへの変化に遅れているのが

実情だと思います(小田原市 20歳代  男性) 

東京一極集中となっていますが、今後、一つにまとめるというメリットは薄れていくことで、一か所

に集まっているとメリットが多く感じられてくるのではないかと思います。 

そんな東京から省庁等を小田原に誘致して行くような時代の時代が来るのかなと考えています。(小

田原市 30歳代  男性) 

東京という町は、多数の上京してきた人たちで構成されている。 

小田原にその地域から移住してきた人達に対して柔軟に受け入れ、より良いとコミュニティへ成長し

ていくかが課題だと思う。(小田原市 30歳代  男性)  

東京は公共交通機関の充実しており、人々が色々集まりやすい場所で、海外からの方が集まる玄関口

と言える観光地としても色々あるが、人々が集まりすぎていたり、マナー等の問題等もあると思う。 

小田原は観光地として有名である。箱根伊豆に向かう玄関口として、そちらに向かう方が必ずと言っ

ていいほど立ち寄る町であり、それはお城があり日本の伝統文化が多くつまった町であるからだと考

えられる。 

海外から訪れる方を東京との協力関係を作りながらもっと、もてなすことができるような街にしてい

く必要があると考えられます。 

街の人口減少ということを考えれば、就職とこで都内に行く方が多くなっている。都内で働く方の収

入と市内で働く方々の収入に差があるのも要因の一つではないでしょうか。 

対抗とまではいかなくても小田原市で働くメリット、住むことのメリットなどを多くし、人が多く集

まる街にしていく必要があると思います。(南足柄市 30歳代  男性) 
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（福井県の中学校の入試問題は）考えさせる問題だけれど、それも対策された塾教育の結果ではない

か。⇒こどもの将来につながるか？ 

①まず、（先進事例としている）他の地域と比較することから始めるのが行政の常道、先行事例に拘

束されがち 

②なぜ、東京なのか？ ―”東京崇拝”、”小田原コンプレックス”？ 

③「小田原」を比較することにことなく考えない。その上で同じ軸（共通項）を持つ地域例を考える 

④全国学力テストで小田原は平均より全てにおいて５％ひくいだけ（正確ではないが）として言い訳

する体質。「5%」は本当に無視できる誤差なのか？ 「全てにおいて」は問題ではないか。 

教科書採択を見れば、小学生の作文のようなコピペのような評価文が堂々とホームページに出てい

る。…考えないことに見本ではないか 

⑤子ども時代（大人になっても）アクセスできるところは現在住んでいる所からの距離に関係する中

央のハードな空間、施設あるいはイベントも中心地域に住んでいる人には有利かもしれないが、小田

原のどこにいても「広義」の教育の機会が均等に得られる分厚い町にできないのか。 

⑥原体験というのはこどもたちの将来のあり方に大きく貢献する。原体験としての自分の身の回りに

自然に見つけられる”体験”をいたるところで得られる環境(小田原 70歳代  男性) 

小田原の小田原は輝くか? 

まちづくりの keyword を探す？ 

①調度いいまち（子育ても）→スケールのとらえ方が重要 

②歴史ふりかえり（時間空間共有） 

③アナログ 

④本質の教育（あるべきような） 

⑤IQ偏差値ではなく「こころ」を育てる。 

⑥どう興味を持ってもらえるか、ライフスタイルから発進できるか？ 

⑦小田原市を知ること(三鷹市 60歳代  男性) 

自然(小田原市 50歳代  男性) 

東京は良くも悪しくも資本主義が高度化した「競争社会」です。 

その側面が教育の現場にも及び場面にも及び、私立中学に進学が可能な世帯と公立に進む世帯との教

育格差が生じています。 

小田原市は、①東京に近い、②自然と歴史が豊かである、という特性を生かし、例えば東京で活躍し

たシニアを優遇する制度を設定し、小田原へ U ターン、I ターンを促し、彼らに教育補助を依頼して

はどうだろうか。 

合わせて、公立学校の課程を高度にスタンダード化し、どの地区の学校に行っても高水準の教育が受

けられる、自然豊か、歴史豊かな環境で教育はが行われる、ということを実現してはどうだろうか 

(福岡市 50歳代  男性) 
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 東京の人口は 1000 万人を超え、一方小田原の人口は 19 万人と聞いています。人口の規模では小田

原は東京の足元にも及ばないが、だからこそ小田原の魅力（強み）を小田原市民が中心となって侃々

諤々議論して提案する必要があるのでは。インバウンドの外国人観光客が魅力を感じて喜んでお金を

落としてくれる街にするべく、何を something unique な強みにするべきか。歴史的な名所、建物、

観光地、自然、祭り、イベント、あらゆる分野から世代を超えて議論して形にする必要があるのでは

ないかと考えます。小田原の魅力を具体的に形にして海外に発信して日本の代表的な魅力ある街の一

つとして海外からも認知される必要があると思います。最後に子供に本を読ませることについては、

小学生なら教室で古典の素晴らしい文章を音読させるのは効果的だと思います。(横浜市男性) 

東京も小田原も同じ。小田原は経済と人口が課題と思います(小田原市 70歳代  男性) 

私は現在東京に住んでいますが、過剰な人口集中より投資が多くなされていて利便性が高いのは良い

点ですが、逆にラッシュ、ひとり暮らしの世帯の増加、晩婚化、人間関係の希薄化が課題としてあげ

られると思います。そういう観点から見ると、小田原市は自然が多く残り、観光資源も多い、定着し

ている方同士の繋がりも大切にされている点は大変評価されるべきだと思います。今後の小田原市の

あるべき姿として、東京と競うのではなく東京都の距離のアドバンテージを上手く利用しながら、独

自の文化を世界に発信できるような人材の育成が求められているところだと感じています。(都内 50

歳代  男性) 

 

 

アンケート用紙の余白に記載されたご意見 

カラス、ハトの例は極端すぎます。カラス、ハトと共通の特徴を持つグループで無理して（日常的に）

区別する必要はないと思います。…ヘンに理屈っぽい子供になる心配。 

パネルディスカッションの方向が「頭のよい子が育つまち」から「子育て」に矮小化されていたが (小

田原 70歳代  男性) 

中小一貫校（県内では公立 2校）型の入試 

教科横断型の問題は現在の公立学校の学習では期待できず(小田原市 60歳代  男性) 
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本報告書は、一般社団法人四十万未来研究所が実施した令和3年度「専修学校による地域産業

中核的人材養成事業」の成果をとりまとめたものである。 

令和3年度 文部科学省委託事業 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

 
 

AI等の活用による Society5.0におけるスマートリビング実現を主導する 

住環境設計分野の人材育成プログラムの開発と実証 
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